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大管長会 メッセ ージ

主 は私たち鱒 くために・啓示によ・て永

遠の真理に関する原則を明 らかにされた。

それ らの啓示は，教義 と聖約，モルモン経，

聖書，そして高価 なる真珠に記 されている。

教義 と聖約のは しが きの中で，主は次のよ

うに語 ってお られる。
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い ま し め

ス(二 代 目)を 呼び天 より語 りて彼に誠命を

下せ り。

また他の者 どもに もこれを世の人々に宣ぶ

る様誠命を芝 ぬなれ ど激..、す縛曽ζこは予言者た

ちの記せ し事の成就せ んがためな り。」(教 義

と聖約1：17-18)

上述 の戒めに も， またその他の聖句にも言

われている永遠の真理 に関す る原則に忠実で

あるならば， 人は現世 を安全 に歩み， 永遠の

生命へ と導かれるであろう。

「主なるわれは， これらの事 を進んですべ

ての人に知 らせん と思 うな り。

そは，われは人々を偏 り見る者にあ らざれ

ば……な り。」(教 義 と聖約1：34-35)

主は，永遠の真理に関す る原則 を明 らかに

された理由 として，次の事柄 を具体的に挙げ

ておられる。人がその同胞の勧告 にも肉の権

力に も依 り頼まず，神 を信頼す るようになる。

信仰が世 において高まる。人の過 ちが明らか

にされる。知 恵を求めれば教 えを授け られ る。

罪を犯 したならば，悔い改めるために懲らし

められる。.へりくだるならば強 くされて天の

祝福を受け，1またその時々に知識 を授け られ

る。これ らの理由で主は原則を明 らかにされ

たのである。(教 義 と聖約第1章 参照)

世 の中のほ とん どの人は，啓示 されたこれ

の原則を人生の指針 として受け入れていない。

しかし，私 たち末 日聖徒 イエス ・キリス ト教

会の会員は，それ を受け入れている。それ故，

私たちは何事 もこの永遠の原則に関す る理解

と証に照 らして行なわなければならないよう

に，私には思われ る。 これまでの経験か ら，

私たちは絶えずその ような行動を取るように

努める必要があると，私は感 じている。

私たちの周囲の世界は，私たちの行 ないの

標準を絶えず下落 させ，私たちか ら福音の精

神 を奪い，そして啓示された真理 の原則を無
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視 するように助長す る策略や態度で満ちあふ

れている。そのような悪に屈す ることな・く，

抵抗す る唯一の方法は，それらに関する主のみ

言葉を絶えず見返 し，思いめ ぐらす ことであ

る。

第一次世 界大戦中に， ジョセブ・F・ス ミス

大管長はこの真理 を次のように強調 している。

「私たちは危険な時代 に生きているとよ く

言われ る。確かに私たちは今危険な時代にい

る。 しか し，私はその恐怖の苦 しみは感 じな

い。私には恐怖がない。私は恐怖に見舞われ

ないよ うな生活をするつ もりである。私は可

能 ならば，世の危険か ら免れることができる

よう，神の戒め と，私に対する導 きとして啓

示 された律法に従 って生活するつ もりである。

私が 自分の義務を果たし，神 と交流を持 ち，

兄弟たちと交際できる状態であって，世の人

人の前に汚れな く， しみ もなく，神の律法に

対する罪 もな く立つことが できるな らば，何

が起ころうと，一切構わない。もし私がこの

ような思い と行ないを保ち続けることができ

るならば，私にはいつ でも用意がで きている

ことになる。 したがって，何 も心配はない。

私は困難や，恐怖 をまった く感 じないであろ

う。」(伽 ργo肥耀 窺Eη 「インプルーブ メン

ト・エラ」'1917年7月 号，p.827)

苦 難 に直面しなが らも， 永遠の真理の原則

に従 って義 しい生活 をしていたス ミス大管長

は，上記の言葉にあるような平安 を感 じてい

たのである。

私の願いは，研究 と信仰 と祈 りとによって

私たちが啓示された永遠の真理の原則を常に

心に留め，証を強めて，その結果，絶えず真

理の原則に照 らして行動で きるよりになるこ

とである。そのようにす るならば;た とえ周

囲の世界に争いがあった として も，私たちは

平和に暮 らすこ とができるであろう。



召 しを喜びとするか，

苦痛 とするか

ラ リ ー ・ピ ラ ー

主 は・私 たちか主の一咽 て奉仕す ることを
望んてお られる。 しか も， 自発的に喜ん

て奉仕することを望 んておられる。監督 とし

て，私はいろいろな人に会って きたか，ある

教会員は，単なる義務感たけて しふ しふ召し

を受 け，その ままの気持ちて責任 を果たして，

結局何の満足啓 も得 られないということかあ

る。 ところか，同 しようにため らいの気持ち

て召 しを蛍けた入々か，立派にその責任を果

たし，喜ひを得ていることもある。 とちらの

場合 も，監督会は祈 りの気持一ちをもって1真重

に検訂 し，みたまの確認 を得て決めたことて
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ある。

それなのに，この違いは一体 どりいりこと

であろうカ㌔ 教会でどのような召 しを受けて

も喜んでその責任を果たす人がいるのはなぜ

だろうか。彼 らは，普通 の人よ りも才能 に恵

まれ，有能だか らだろうか。それ とも，教会

の召 しで喜び と満足感 を得 るには，特別 な原

則や方法があ るとい っのだろっか。

そのひとつの手がか りを，先 日私は一緒に

働いているブレンダ とい う女性 との会話から

得ることができた。ブレンダは私 たちが会話

を交わす1，2カ 月前に，.ワー ド部の若 い女

性書記に召されていた。召 しを受けた当時，

彼女はその新 しい召 しに対 して どうもや る気

が起きてこないと語っていた。そこで私 は，

先 日会 った時に， 召しはどうですか と尋ねて

みた。すると驚いたことに，彼女は今はそり

召 しを非常に愛す るようになっていたのであ

る。一体，彼女の身にどのような ことが起 こ

ったのだろ っか。

ブレンダはこう答えた。「私は監督か らの召

しは断わってはならないと固 く信 じています。

それで，監督があの 日家に来て，若い女性書

記 として働 くように私 を召された時 も，お断

わりす ることができませんでした。だか らと

いって，喜んでお受け します とも言えません

でした。これまで も何度か若 い女性の責任 を

果たしてきましたが， どうしても好きになれ

なかったか らです。 ところが，私が何 も言わ

ないものですから，監督は私が承諾した もの

だ と思って，次の.日曜 日の聖餐会で支持をと

ってしまったのです。新 しい召しを果た し始

めた時，私 は殉教者になったような心境でし

た。」

当然のことなが ら，私は何がその よりな心

境に変化 をもた らしたのかブレンダに尋ねた。

そして，彼女の経験 と，私 自身が経験 したこ.

とや人々か ら学んだことを織 り混ぜてみて，

私は次のような結論に到達した。「もし私たち

がある原則 と方法を生活に生かすことがで き

るならば，必ずや召しを喜んで果たせ るよっ
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に な る 」 と。

1.自 分 の召 しに対 して，自分自身 に対して，

また自分と共に働くように召された人々に対

レて心を広 く持つ

ブレンダは過去に若い女性の責任を果たし

ていて， あ'まり楽 しく感 じなかった。しかし，

今度 こそ新 しい召 しからできるだけ多 くの良

い もの を得 ようと決心したのである。「私は 自

分の心 を変えることができるよう.に，断食 し，

祈 りました。そして，特別に祝福 を授けてほ

しい と夫に頼みました。」ブレンダは，召 しを

不承不承引き受けるの を止め，召 しに対する

自分の気持 ちを変えるように したのである。

私は，.自分 自身に関する評価 を変えること

の模範 をある監督から学んだ。彼は， 自分に

与 えられた祝福師の祝福 の中で， 自分が 「人

人の指導者 とな り，教会で指導者 として数々

の職に召 されるであろう」 とい う言葉 にどう

しても納得できなかった。 自分はどう考えて

も指導者の タイプではない と思っていたから

である。しかし，やがて彼は長老定員会の副

会長に召され，次いで会長にも召された。そ

の後，知識 と経験を積 み， さらに2度 ほど長

老定員会会長の召 しを果た し，それか ら高等

評議員に召 され，今は監督 としてその務め を

果た している。「主が私以.上に私のことをよく

御存 じであるこ とを知 るのに，なぜ これ程時

間がかかったのか不思議なほ どです。私は今

でも指導者の職 に就 きたい とは思いません。

けれ ども， もしそのような職に召 された ら，

最善 を尽 くせば，必ず主が必要 な助けを与 え.

て下 さることを知 っています。」

人々に対 して心 を広 く持つ ことは，私たち

が育 まなければならない最 も大切 な資質のひ

とつである。.人は教会のすべてであ り， どの

ような召 しであっても，私たちは入々 と共に

働 き，.人々のために奉仕す ることを忘 れては

ならないのである。したが って，私たちが共

に働 き，奉仕す る人々に対 してどのように感

じているかが，召 しを立派に果 たし，そこか



ら喜び を得 るための必須条件であ る。

私は，つい最近 まで， 自分の財布の中に子

供たちがまだ赤ちゃんであった頃の写真を入

れていた。 しか し今では，子供たちも大きく

成長 し，すっか り変わっている。これ と同 じ

ように，私たちが抱いている他人に対す る心

象 も一昔前のものであることが しばしばある。

人の霊性 もまた成長 し，変わるか らである。

私 たちが他人に対 して抱いている考 え方 も，

一度一緒に働 いてみ ると
，それが誤っていた

のに気づ くことが往々にして ある。

私が通って いた高等学校に，あまり評判の

よ くない女の子が いた。その不快 なうわさが

どれだけ真実 か私 も知 らない。 しか し，彼

女が い ろいろな規則 を破って人々を困らせ

ている悪い仲間 と交わっていることは事実で

あった。そして，教会貝でありなが ら， しば

しばタバコを吸い，酒を飲 んでいたようであ

る。 しか し，卒業 してか らは，数年 間彼女の

ことなど考 えたこともなかった。恐 らく，だ

れかに彼女のこ とを聞かれて も，高校時代の

かすかな思い出をたよ りに説明す るしかなか

ったのであろう。

しか し，高等学校 を卒業 して5年 以上 はた

っていた と思 う。私はある晩，神殿にいた時，

夫婦の結び固め を受け る花嫁 として彼女 の名

前が読み上げ られるの を耳に したのである。

私は，彼女の生活に起こった大 きな変化 を目

の当た りにして， とて もうれ しかった。けれ

ども驚 くことはない。福音は絶えず人を変え

るか らである。

2.自 分が奉仕するように召された人々を愛

することを学ぶ

これは人々に対 して心 を広 く持つ ことと深

い関係がある。私 たちが人を愛す るのは，そ

れが第二の大切 な戒めである と同時に，愛は

義務 を楽 しいものに変え，さらに私たちは互

いに愛 し合 っているこ とを実感す るまで，真

に心に触れ合 うことができないか らである。

自分が愛せそ うもない人を愛す るようにな

るひとつの簡単な方法は，想像力 を働かせる

ことである。 まず心の中に，将来のある日の

証会の光景を思い浮かべる。そこに立ってい

る人が 目にいっぱい涙 をためて，救い主の愛

や，悔 い改め と赦 しの原則について力強い証

を述べている姿を想像 してみるのである。こ

のことは，実際に起こ り得 ることである。い

つで も，教会全体で目にす る光景であ.る6そ

こで，人々を見る時は，あなたの助け と，天

父の助けがあれば， その人が将来どのような

人になれるか とい う観点から 人々を見守って

いただきたいのである。

3.義 務を学び，そ してそれを果たす

主は，教義 と聖約の中で次のように述べて

おられる。「この故に，今や神権者皆各々その
さと おの

義務 を覚れ。また己が任命せ られたる務め を

全 く勤勉に勤むべ し。」(教 義 と聖約107：99)

時折 ，私たちは主 に次の ように祈 っているこ

とがある。「どうかこの責任が楽 しくなるよう

に助けて下さい。そうすれば，責任を果 たし

ます。」 しか し，私たちは何 よりも仕事 をよく

果たせ るように助けを願 うべ きである。そう

すれば，それは楽 しくなるか らである。

ある時，宣教師の証会に出席 した教会幹部

のひとりか ら次のような話 を聞いたことがあ

る。ある長老が立 ち上がって証を述べた。「私

は今， 自分が行なっていることが とて も楽し

いのです。」それか ら考 えをまとめるように間

を置いてこ う言った。「それを楽しむことがで

きるか らだと思 います。」私たちは 自分で行な

わなくて，真の喜びを享受することはできな

いのである。

4.大 きなビジョンを持つ

自分の召しが神の王国を建設 し，人々の人

格 を築 く上で大いに役立っているとい う確信

.を得 るように努力する。そうすれば，使命感

と目的意識 を持てるであろう。

ブレンダは，大 きな ビジ ョンを持つことが，

自分の召 しを楽 し.く果たせ ることと密接な関
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係にあると述べている。「ただ数字 を埋め，報

告書を書 き，出席簿に出欠を記録するだけで

は，私にとつて大 して価値が ない と思 いまし

た。その時，私は，そのような働 きで クラス・

ア ドバイザー と若 い女性会長会に各個人の活

動状況 を知 らせる助けを与えているというこ

とに気付いたのです。また， そうす ることは

監督が若い女性一 人一人と大切な年次面接 を

行 なえるように，情報 を提供す ることにもな

りました。 このように，召 しをただ統計に よ

る事務的な処理に終わ らせ ることな く， それ

を忠実に果たす ようにすれば，必ず人々を助

けることができるといっことがわか ってきた

のです。」

ホームティーチ ングの召 しは，大きなビジ

ョンを持たなければ単なるはんぱ仕事に終わ

ってしまうとい う召 しの好例である。私の知

っている立派なホームティーチャーは・皆，家

族の長を通 じて家族を強め るこ との大切 さを

よくわ きまえてお り， また 自分が家族 と神権

指導者の間の重要 な仲立ちであることを自覚

している。彼 らは担当家族 について，数字で

は表わせないことを知 っているのである。

5.自 己のすべてを捧 げる

主は僕 を通 じて召 しを与えて下 さる時，私

たちの才能や能力，必要のすべてを計算に入

れてお られ る。その召 しは， その人のすべて

に対 して与 えられたものであ り，その中には

私たちが全力を尽 くして物事 をなす時にしか

表われない隠れた.才能 も含 まれている。

主は心を尽 くし，勢力を尽 くし，思いを尽

くし，体力を尽 くして神の務め をなす ように

と言われた。(教 義 と聖約4：2参 照)し か し，

それはただの伝道の業のみを指して言われたの

ではないρ私たちは 自分 自身 を捧げる度合に

応 じで，それだけ成功 と成長 を得 ることがで

きるのである。

6.成 功を収めるように努力する

長期にわたる困難な仕事に携わる場合，そ
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の合 間に成功 を収め ることは，ほこ りまみれ

の長旅 の途中で冷 たい水 を口にするのに似て

いる。

あるひとりのホームティーチャーが苦労の

末にようや く成功 を収めた経験 を次の ように

語っていた。「私の担 当家族は どちらか と言え

ば活発でしたが，全面的に福音の原則に従っ

て生活 しようとい う決意はまだ欠けていたよ

うでした。そこで私は，何につ いて話 し合 う

ようにすれば，.彼らにとって最：も価値がある

か を教えて下さるように，主に祈 りました。

そして，断食の原則について話す ように霊感

を受けたのです。するとどうでしょう。彼 ら

はこの断食の原則についてすでに話 し合って

いたのです。私は彼 らの質問に答 え， こ.の原

則 を活用す るように励 ましました。次の断食

日には，これ まで一度 も断食をしたこ とのな

い子供のひ とりが断食をす ることを決意 しま

した。そして，それは本当に素晴 らしい経験だ

ったと目を輝やかせなが ら話 して くれました。

この ようなたったひ とつの成功か ら，私 は

大 きな勇気 と励みを得て，ホームティーチャ

ー としてもっとよい働 きを
.しようとい う気持

ちが湧いて きました。そして，成功を収め る

たびに， 自分は本当に価値 ある業に携 わって

いる とい う気持ちを新 たにす ることができた

のです。今 日でも，その当時得た証によって

励 まされることがあ ります。私はこの召しを

心か ら喜んでいます。」

7.召 しを自分の生活に適用させる

現在受けている召 しに十分な時間を割か な

ければ，立 派に責任を果たすこ とはできない

し，逆 に時間を多 くかけ過 ぎる と，それ と同

等か， あるいはそれ以上に大切 なこ とを失 っ

こともな りかねない。そこで，私たちは皆，

時には立 ち止まって， 自分 は時間を賢明に使

っているか どうか自問自答 してみることが大

切 である。私 たちは今最 も必要 なことを行 な

っているだろ っか， と。

産業界の研究によると，約20%の 仕 事で成



果の約80%を あげ ることができるが，成果の

残 りの20%を あ げるのには約80%の 仕 事が必

要 であると言われている。すなわち，私たち

が家族や 自分の召し，あるいは 自分 自身につ

いて，20%の 努 力で80%の 成 果をあげること

ができることをはっきりと理解 しておけば，

私 たちは最少の時間で最大の効果 をあげるこ

とができるであろう。

例えば，私は子供たちと一緒に時間を過 ご

す ことを必要 としている。 もし私が子供たち

を映画に連れて行 き，約2時 間一緒に過 ごし

たとす る。 しかし，私 たちは.話をす ることも

な く，ただ映画を見ているだけである。 しか

しそれとは別に，一時間でよいか ら近 所を散

歩するか，庭の手入れを一緒に した とす る。

そうすれば，私たちは会話を交わし，楽 しい

一時を過ごす ことができるのである
。誤解 し

てもらいた くないが，私は映画に一緒に行 く

のが悪い と言っているのではない。ただたと

え仕事が非常に忙 しくて も，上手に選択すれ

ば， もっと少ない時間で 多くのことがで きる

はずであ ると言っているのである。事実，私

は，子供たちと一緒に草取 りをす るなどして，

ひとつの活動で2つ 以上の必要 を満たす よう

にしてい る。

私たちが注意を怠れば，私たちの時間は毎

日，ほかの人々のことや，様々な出来事のた

めに失われて しまうことだろう。私たちは何

を優先すべ きかを知 って， その優先事項 をい

つ， どの ように果たすか を賢明に判断しなけ

ればならない。それか ら自分の時間 と比べて，

できないようであれば断わった方がよい。'そ

のように しては じめて，私たちは本当に重要

な.こと，すなわち， 自分 と救い主 との関係，

家族の霊的な福利，主の王国での奉仕， また

自分の仕事な どに自分の時問 を割 くことがで

きるのである。

と も

8、.聖 霊 を伴侶として生活する

私 たちが 自分の召 しに喜び を見いだしたけ

れば，聖霊 を伴侶 として生活することが，最

も容易で，最 も大切 な原則である。みたまは，

私たちが必要な時に，必要なことを思い出さ

せて下 さる。聖 きみたまの助けがあって こそ，

私たちは，主が私たちに使わせたいと思って

お られ る隠れた才能 を見いだ し，伸ばすこと

ができるのである。さらに通常の責任とは別

に，.神の王国を建設する上で自分は どのよう

な役割 を果たせばよいか，大 きなビジョンを

持たせて下 さるのである。 また，聖 きみたま

は私 たちが落胆 している時に慰め，迷 ってい

る時に霊感 を与え，疲 れでいる時に励 まし，

そ して私 たちが主に喜ばれる行ない をしてい

る時に，心 を喜びで満たして下さるのである。

しか し，そ うだか らといって，私たちが教

会でなす働 きがすべて満足 と幸福 をもた らす

というこ とではない。物事 には相反す るもの

があるという原則は，他の社会 と同 じように

教会に も存在す るか らであ る』私 たちは，

そのような落胆，不完全 さ，疲 れを克服 し，

打ち勝つ ことによって成長す るのである。 し

か し，ほ とんどの人はどのような召 しであれ，

正 しい原則に従って心か ら努力 しさえすれば，

現在得ている以上の大きな喜び と満足を見い
あ

だせ るのである。「人類が現世に在るのは幸福

を得んためである。」(IIニ ー ファイ2：25)と

す れば，私たちは主の奉仕のみ業にあっても

幸福 を得 られるはずである。

教会の召しを果たすことによって得 られる

喜びは，責任 を十分に果た したことか らくる

満足感， また人々の生活によい影響 をもたら

した時に感 じた温かい愛の気持ち， とりわけ

みたまが 「よくできた」 とささや きかけて下

さる時に感 じる快 い安 らぎの気持 ちである。

ラ リー ・ヒ ラ ー

国 際 機 関 誌(「 聖 徒 の 道 」 が含 まれ る)の 編

集 主 幹 。 ソル トレー ク ・シテ ィーの ワー ド部

の監 督 を務 め て い る。
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夫婦の時間

リ ン ゼ イ ・R・ カ ー チ ス

手 広 く商売をしている私の友人が誠 功の
秘訣を私に教えて くれた。それは販売の

手腕ではない。彼がそのことに気付いたのは，

ある日，取引先のお客 さん と話をしている時

にかか ってきた電話によってであった。

秘書が言った。「奥様か らお電話のようです

が」

「あなた， ごめんなさい。お元気?」

「元気だよ
。忙 しいけ どね。 どうしたんだ

い。電話なんか して きて?」

少し間を置いて，ベ ティーの沈んだ声が聞

こえて きた。「ううん，ただあなたの声 を聞け

ば気分が晴れると思って。ごめんなさい。忙

しい時に。」

ラルフはべ ティー を愛していた。その時 も

世 界中のだれ よりも愛 していると言った。そ

して突然あることに気が付いたのだった。ベ

ティーは家で，いたずら盛 りの，お しゃべ りで

いつ もけんかばか りしている手のかか る子供

たち，まだ学校に行っていない4人 の子供た

ちの面倒 を見ている。彼女だって忙 しい。き

っとい らい らす ることもあるはずだ。

ラルフは気を取 り直 してす ぐに謝った。そ

して，改めて愛 していることを伝 え，気が向

いた時はいつでも電話 をかけるよっに ど言っ

て，ベティーをその晩食事に誘った。

その時ラルフが発見 したのはこうい うこと

であった。「ベティーは自分 にとって世 界中で

一番大切 な人だ。だか らまず第一に彼女に時

間を割 くのが当たり前だ。とにか く私が彼女に
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時間 を割 くようになってか らとい うもの，彼

女はとても幸せそうだ し，私 もそうである。

そして，仕事 もふ たり共非常に うま くゆ くよ

うになった。」

私はこの経験か ら， 多忙な男性 ほどラルフ

の教訓に従 わなければみ じめにな り，結局仕

事の能率 も下がって しまうとい うことを学ん

だ。産科 医である私は，職業柄，婦 人たちと接

す る時間が 多いので，大勢 の婦人か ら夫の時

間の使 い方 について話 を聞 く。

バー トもまたラルフ と同 じようにや り手で

ある。 その奥 さんが私にこう打ち明けて くれ

た。「バー トは昼は仕事で家にいません。その

ことは納得 しています。で も夜になって もな

か なか帰ってこなかったり，帰って きて も食

事 を終 える と，す ぐに教会 の集会に出て行 く

か，テレビの前でうたた寝す るか どちらか な

んです。昼 も夜 もいないと同じことですよ。

定年になれば変わるでしょうが……まだ10年

も先のことです。」

これ とまった く対照的なのがルースである。

彼女の夫は精力あふれる大事業家で，つい最

近 も大 きな店 をひとつ 出したばか りである。

私はルースに尋ねてみた。「でも，ご主 人はま

す ますお忙 しくなって大変で しょう。家族 と

過 ごす時間は，あ りますか。」

「もちろん
，主入は出かけることが 多いで

すわ。 でも，家にいる時は何にわずらわされ

ることもな く， とて も楽 しく過 ごすことがで

きます。電話 もよくかけてきます し，できる

時は いつ も私 や子供 を一 緒に連れて行って

くれます。」そして夫の帰 りがいかにも待ち遠

しい といった風に， 「あしたには，主人が帰 っ

て くるんです」 と言った。

この主人は，忙 しい中で家庭 をどう守って

ゆけば よいかよ く心得ているのである。

もうひ とつ私が気付 いたことは，仕事や教

会の責任で夫が外に出て，家を留守にするこ

とが多 くて も，大 して問題ではない。 しか し

もし妻 との時間を取 る.ことをしなければ，.そ

れは何 よりも重要な夫婦の関係 を無視 してい

るこ とになるとい っことである。

もうひ とりの友人で，非常に親切 で理解あ

る監督が，最近私 にこう言った。「ドティー と

私は今，私がこの責任か ら解任されたら，ふ

たりで一緒に過 ごす時間を楽 しみに している

のです よ。」

私は ドテ ィー をよ く知 っている。間違って

も不平 を言 った り，夫を支持 していない と感

じさせた りしない人だが， それでも寂 しかっ

たにちがいない。そこで私 は言った。「それ を

今 なさった らどうですか。'この召しが終わっ

たら，主は また別 の召 しを与 えられるで しょ

っ。その ことはよ くわか ってるはずです。」す

ると監督は抗議 して言った。

「で も，今はただ時間がないんです よ。」私

が知 っているステーキ部長 に，時間を作るこ

とが非常に上手な人がいる。彼は問題な り集

会な りにどれだけの時間をあてるかあらか じ

め計算 しておき，腕時計の タイマーをかける。

お陰で，副ステーキ部長や高等評議員は，ア

ジェンダ通 りに進め ることと報告は簡潔明瞭

にす ることを覚えた。ステーキ部長は彼らに

家族 と過 ごす時間を与 えているだけでな く，

実際に家族 と共に過 ごす ことを期待している。

ステーキ部内の奥 さんたち もそのことを喜ん

でいる。

ここで，仕事や教会活動，社会活動が忙 し

くて家族の時間が取れない とい う人々に，具

体 的な提案 をしたいと思 う。

1.で きるだけ委任す る。会計書記が一般

の書記の仕事や， ワー ド部 のタイピス ト，管

理 人，そのほか歴史記録の仕事 まで もしよう

とす ると，朝か ら晩 まで働かな くて はならな

い。 まず自分の仕事 をして，そのほかのこと

はそれぞれの人に任せ よう。立派な監督とは，

副監.督をよく訓練 し， いつ でも自分 と交替で

きるように している人である。

ある有能なステーキ部長 は高等評議貝たち

にこう助言 している。「集会 には問題 を持ち

込まないで，解決策を持って来て下 さい。」問

題を話 し合 うよりも，解決策 を話 し合 うこと
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の方が時間の節約になるこ とは確かであ る1

2.自 分 の時間をよく計画する。この中に

は，仕事 を実際にどれだけの時間ですませ る.

こ とができるかの見積 りも入る。私の場合，

仕事の所要時間 を記録 してお くように してい.

るが，それが次の時間を決める時にとて も役

立っている。会って話す代 わ りに， メモや電

話で仕事 をす ませ ることはできないだろうか。

家庭 を訪問する代 わ りに， 自分の事務室に来

てもらうことで，時間の節約はできないだろ

うか。問題が大 きくなる前にすばや く処理 し

た り，問題 を未然に防 ぐ方法はないものだろ

うか。

このような予備面接は，監督や長老定員会

会長だけでな く， 日曜学校の教師， ホームテ

ィーチャー，父親，夫に もで きるこ とである。

この種の面接が正 しく行 なわれ， しか もその

中で心が通い合 うようになれば，そこに一致

が生 まれ，相互理解 の基盤ができ，問題は大

幅に減少するはずである。

3.家 庭の夕べ以外に夫婦のための特別な

夜 を持つ ように計画す る。その夜はだれにも

邪魔 されずに夫婦の絆 を新 たにし，強めるこ

とに時間を取 るのである。

私は 自分たち夫婦の例か ら，夫婦の関係ほ

ど重要なものはないこと， さらにそこに時間

をかけるようにすれば，親 として，教会で働

く者として， また職 業人としての時間をかえ

って節約できるこ とがわかった。

4.時 間を計画す る。忙 しい入には時間が

ない。 しか し，時間は見つけ，作 るものであ

る。 もしも2週 間前に計画すれば，夫婦でそ

の晩の時間を予約 してお くのは簡単である。

しかし一 日前に言われてもそ うそ う都合がつ

くものではない。

よく計画すれば， ごく短時間で良 い成果 を

上げることができる。私は医者で，いつ も待

合室に大勢の患者を待たせているが，それで

も2分 間の時間を見つけてゆっ くり妻に電話

をかけるようにしてきた。妻 はそのことを喜

んでくれ，私 はいつ もすがすが しい気持ちで
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仕 事に取 りかかることができた。

さらに妻 との時間を持 とうと思えば，いつ

も会 っている同僚 ではな く， たまには妻 と昼

食を一緒にしてみることである。愛妻 と会 い，

楽 しそうな顔 を見て養われ る英気は，どんな

に理解のある同僚からも到底得 られない仕事

上の賞与にも匹敵するものである。'

5.互 いにほめる。 どんな人で も少な くと

もひ とつは良い点がある。それ を手がか りに.

す れば，ほかの良い点 も見えて くるはずであ

る。私は妻をがっか りさせないようにいつ も

細心の注意 を払っている。それは，妻に幸せ

でいてもらいたいと同時に，私 も楽 しい気分

にしてほ しいからである。結婚生活で一番大

切 な言葉は 「あなたを誇 りに思 っています」

という言葉 である。 しか もそれを言 うのに5

秒 とかか らないはずである。

モルモン経にはこう記されている。「現世は，

人間が神に逢 う用意 をしな くてはな らぬ時期

である。現世の生涯は，人間が各々働 きを遂

行せねばならぬ時期である。」(ア ルマ34：32)

ニー ル ・A・ マ ックスウェル長老はこう言っ

ている。「時間を取 り返す ことはできない。」

私たちに与えられているチャンスは一 回しか

ないのである。

どんなに忙 しい人でも，妻 より仕事の方が

大切だ と本気 で考えている人はまずいない。

と同時に，夫が仕事にかけるだけの時間 を自

分のために使 ってほ しいと本気で望む妻 もま

たいないのである。それで も妻は夫に， まず

第一 に自分のことを考えてほしい と望んでお

り，事実そうして しかるべ きである。忙 しい

男性 の皆さんに課せ られたチャレンジは，い

かに してまず第一に妻のための時間 を取 るか

ということである。 そして， それは決 して無

駄でないことを私は保証する。

(リンゼイ ・R・ カーチス博士，産婦人科医，

現在はカリフォルニア ・オークラン ド伝道部

部長).



私 は幸せです

バ ト リシ ア ・A・ エ イ ジ ャ ー

「ム のままで幸せ よ。」今か ら8年 前に，母'7

に 言ったその言葉が，今 でも耳に残 っ

ています。

あの時，本当は幸せではあ りませ んで した。

時々気がめいって 自殺 を考えたこともあ りま

した し，一晩中寝ないで 自分の進むべ き道に

ついて考 えたこともありました。そ して，睡

眠薬を使 ってようや く眠るといった有様 でし

た。その2年 前に，母は末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会のバプテスマを受けたことを手紙

で知 らせて きました。けれ ども，それがモル

モン教会だ とわかった時，私は 「まあ， なん

てことを したので しょう」 と思 ったので した。

それか ら母は，私 たちの家に来るたびに，

沢山の本やパンフレッ トを持って来ました。

私 に福音の話 をしようとす るのですが，私は

いつ も 「今のままで幸せ よ」 と答えていまし

た。母が幸せなのはわか りました。福音のこ

とを話すたびに，顔が輝 くのです。けれ ども，

私は一向に母の話 を聞 こうとしませんでした。

私の夫は生粋の インデ ィアンで，私 も一部

インディアンの血が混 じっていました。私は

これまでずっとインデ ィアンの研究 をしてい

て，先祖がどこか ら来たのか知 りたい と思っ

ていました。母は， モルモン経 を読めばイン

デ ィ.アンの由来がわか る，ニーファイ第3書

には私が大喜 びするようなことが書いてある

と教 えて くれました。その本 が母に とって大

切なことが よくわかっていましたし，母 を愛

していましたので，私はそれを読む と返事 を

しました。す ると母は私にその本と，ほかに

数冊の本やパ ンフレッ トを置いて行って くれ

ました。そこで，母が帰 った後，私は自分の

部屋 に行 ってモルモン経 を読み始め ました。

読み始めると，途中で止めるこ.とができなく

なり，毎 日寝室 を出ては読んだことを家族に

教えるようにな りました。こ うし.て半月ほど

で， その本 を端か ら端まで読み終え，この本

が真実であることを知ったのです。

私はそれ まで22年 間， タバ コを吸い続けて

きました。そこで，モルモン教 会が真実だと

知 った時に， タバコを吸 いた くならないよう

に助けて下 さいと，心か ら主に祈 りました。

その 日か ら， タバコを吸いたい と思ったこと

は一度 もありませ ん。私は母が置いて行 った

パンフレッ トや 「教義 と聖約」や 「高価 なる

真珠」や 「奇 しきみわざ」を読みました。こ

れはみな1969年 の秋のことです。そして翌年

の春，私は，子供 たち，それに妹のデロース

と一緒にバプテスマ を受けました。それか ら

2年 後に，私の姉のキャロリンが家庭の夕べ

に来て，宣教師の話 を聞 きたい と言いました。

現在では私たち3人 姉妹は全員教会員です。

私は，本 当に助けの必要な時に母 を私の とこ

ろへ送って下 さった天のお父様に毎 日感謝 し

ています。そして今 こそはっきり.とこう言う

こ とができます。「今，私はとても幸せです」

と。
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最も大いなる責任

第9代 大 管 長

デ ビ ツ ド ・0・ マ ツ ケ イ

(1873-1970)

教 会 の 第9代 大 管 長 デ ビ ッ ド ・○ ・マ ッ ケ イ は ，1873年9月8日 ， ユ タ州 ハ ン ツ ビ

ル で 生 ま れ た。1906年4月 ，32歳 で 十 二 使 徒 評 議 員会 会 員 と して 支 持 さ れ ， ビ ー バ ー ・

J・ グ ラ ン ト， ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス両 大 管 長 の 第 二 副 管 長 を務 め た 。 使 徒

に聖 任 され て か ら45年 後 の1951年4月6日 ， 教 会 の 大 管 長 に 支 持 さ れ た 。 そ し て，

1970年1月18日 ， この 神 権 時 代 の 教 会 幹 部 の 中 で 最 も高 齢 の96歳 で 世 を 去 っ た。

こ の 「最 も大 い な る責 任 」 は ，1953年4月4日 ， ソ ル1・ レ ー ク， タ バ ナ クル に お け

る総 大 会 で の 説 教 か ら抜 粋 した もの で あ る。

救 い主は言繊 た・「たとい人が全世 界をも
うけて も， 自分の命 を損 したら，なんの

得になろうか。 また，人は どんな代価 を払っ

て，その命 を買いもどす ことができようか。」

(マ タイ16：26)

救 い主が ヨル ダン川でバプテスマを受け ら

れた後，記録にある最初の質問は 「あなた方

は何を求めているのか」(ヨ ハ ネ1：38， 欽 定

訳より和訳)で あった。主はマ タイ16：24一.

26で ， 再び人々の 日常の行動 を駆 り立てる力

について述べ られた。 人が富や 名誉や快楽 を

求めてあ らゆ る富 と栄誉を手中に しようとも，

永遠の富をなおざりにし，放っておいて， な

んの得になるだろうか。

こうして主は，物質的な財産 と霊的 な財産

を簡潔にしか も威厳のある言葉 で比較対照さ

れた。

またある時には，山一Lの垂訓の中で， 「まず

神の国 と神の義 とを求めな さい。そ うすれば，

これ らのものは，すべ て添えて与 えられるで

あろう」(マ タイ6：33)と 人々に勧告 された。

神の王国を確立 し，神の義 を広めようとす る
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こ とは，人生最高の 目的としなければならな

い 。

優れた政治家や明哲な教育者が，公の講演

や寄稿文の中で，現代の霊的貧困なる ものに

ついてしばしば語 り，高尚な道徳や倫理の標

準の必要性 を説いている。

末 日聖徒は，次の最 も大切なふたつの責任

を常 に忘れてはな らない。(1)自 分 の家庭 を

整える。(2)イ エ ス ・キ リス トが神の御子 で

あ り，イエス ・キ リス トの教えが 入類の救 い

になければな らないことを公に宣言す る。

ペ スタロッチはこう述べている。「家庭 の幸

せ は地上最高の喜びであ り，子供 を持つ親の

喜 びは人間の最 も気高い：喜びである。それは

人々の心 を清 く善良に し，人々を天の御 父に

向かわせ る。」

もし結婚生活や家庭 の高い理想が正 しく育

まれ，慈 しまれていくならば，大半め人々が

その ような喜びを手にす るのも決 して夢では

ない。

ところが，家庭 をむしばむ 白蟻がいる。その

白蟻は，陰口や悪 口であった り，親や子供の

あら捜 しであった りす る。中傷は人.を毒する。

理想的な家庭には，教師や役人や教会の役員

を中傷するうわさ話が ない。私はかつて父か

ら 「先生や人々のあ ら捜 しをしてはだめだ」

と言われた。私はその父の言葉 を，長い歳月

が経った今 も深 く感謝 している。

口論や のの しり合 いは，理想的な家：庭 の標

準 を下落させ る悪弊 である。父親や母親が子

供の前で大声でのの しり合い， そうした言葉

を口にす る光景 を私は想像することがで きな

い。

家庭 の幸せ を妨 げるもうひ とつのことは，

母親や父親になる責任を回避す るこ とである。

健康で正常な教会員は， ことに自分の時間 を ・

持 ちた.い，金持ちにな りたい，世 間 と同 じ生

活が したい，あるいは子供 はふた りまでの方

が良い教育が できるなどといった間違った考

えで，子供の数 を制限する罪 を犯 してはなら

ない。 これらを弁解の口実 としてはな らない。

それは不正 なことである。

予言者ジ ョセブ ・ス ミスに啓示 された結婚

の高い理 想を踏まえ，教会貝はただひ とつの

目標，すなわち，社会の基盤 となる結婚が，

子供 たちを正 しく育て， 彼らに福音の原則を

教える永遠の家庭を築 くもの として神か ら定

め られたものであることを常に覚 えてお くこ

とである。

次の言葉は，必ずや教会の大半の親たちの

共感 を呼ぶに違いない。

「入の一生は どの時期 も素晴らしい
。無邪

気な子供時代，胸 ときめかす青春時代， そし

て恋愛時代，活力にあふれ， しか も大 きな責

任 を伴 う親の時代。 しか し，人生の最 も素晴

らしい時期は，父母が立派に成長 した息子や

娘の良い友 とな り， そして孫の姿を見る時代

である。……

少年時代は制約，規制，時間，権威に縛ら

れ，青年 時代には謎 と憧れ，失敗を繰 り返す。

父親になりたての頃は問題 と仕事に明け暮れ，

晩年は永遠の神秘が色濃 く影を落とす。 しか

し普通の中高年者が， も⊥一 ム

生を歩んで きていれば，世の中での成功 より

、も，子供や孫たちとの交わ りに大 きな喜 びを

感 じ為信ず、でわる。

普通の入は皆人生のサ イクルを順次，喜び

と満足を体験 しなが ら，幼児期，少年期，青

年期，両親の時代，中年期，祖父母の時代を

歩む。 どの時代にも，経験 した者に しかわか

らない満足がある。人間の幸せ の全行程 を知

るには，私たち自身何度 も生 まれ変わる必要

がある。 この地上に初めて赤ん坊が生 まれた

時，母親が生 まれ，'.父親が生 まれ，祖父母が

生 まれる。このような誕生に よってのみ，真

実の母や父や祖父母が存在するのである。こ
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の 自然な人生のサ イクルによって入類の発展.

の大 きな喜びに到達できるのである。」(R・

J・ スプラー グ)

す べての教会員は，家庭 を整えて調和の と

れた家庭生活から来る本当の幸せ を享受 して

いただ きたい。

またすでに述べ たよ うに，第2の 大 きな責

任は，イエス ・キ リス トの神聖な使命を人々

に宣言す ることで ある。1900年 の昔に， この

大i義を雄々 しく擁護 したひ とりの使徒 は次の

ように述べている。

「このイエ スこそは 『あなたがた家造 りら

に捨て られたが，隈のか しら石 となった石』

なのである。
すくい

この人による以外に救はない。わた したち

を救いうる名は， これを別にしては，天下の

だれに も与えられていないか らである。」(使

徒4：11-12)

イエ スを救 いに導 く唯一の御方 と呼んだこ

の人は，当時平凡な漁師であった。彼は私た

ちと同じように，市井の生活を経験 して成長

した。彼は夢想家ではない。まった くの実行

家であった。かな り裕福 で，指導者 としての

資質を具 え， とりわけ正直な人であった。

当時の状況 もあって，ペテロはナザ レのイ

エスと親密な関係 を持つ ようになった63年

近 くの間，いつ もイエ スと行動 を共に した。

その結果，救 い主のことをよく理解 し， イエ

スの人生哲学がペ テロの人生哲学 となったの

である。ペテロは徐々にではあるが，慎重な

観察眼 と心の思い とに よって揺 るぎない，崇

高 な確信を得 るに至 り，ユダヤ議会の指導者

たちの審問 を受けた時には，ため らうことな

くはっきりとこう宣言 している。「わたしたち

を救いうる名は，これ を別に しては，天下の

だれにも与え られていない。」

さらに教会員は， イエス ・キ リス トの教会

が，ペテロやパウロ，ヤコブ，およびイエス
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の 復活 を文字通 りの事実 としてだけでなく，

この地上におけるキ リス トの聖 なる使命を全

うするもの として受け入れる他の使徒たちに

よって立つ ものであることを宣言する。歴史

始 まって以来，宗教指導者たちは徳行，節制，

自制，奉仕，義に対す る従順，義務 を説 き，

さらに至高者 を信 じ，死後の世界への信仰 を

教 える人々もいた。 しか し墓の封印を解き，

死 を不死不滅 と永遠の生命への門戸 として明

らかにされたのはキリ系 トのみであった。古

代の使徒たちが述べ た主の復活の確 固たる証

拠に加 えて，予言者ジ ョセブ ・ス ミスは堂々

とこう宣言 している。

「さて
，この子羊に就 きて為 されたる様々

の証の挙句，われらの為す最後の証はすなわ
これ

ち 『主 は実に生 きた もう』 こと是な り。」(教

義 と聖約76：22)

キ リス トが 死後再 び よみが えられた よう

に，人類 も再び生 きる。それぞれが地上での

行 ないに応 じて次の世の住むべき場所 を得る。

愛は生命 と同様に永遠 であ り， したが って復

活の知 らせ ほど人々を慰め，人々に とって輝

か しい ものはない。つ まり，た とえ死が愛す

る人を私たちか ら奪い去っても，私たちは空

の墓 をのぞいて，彼はここにいない， よみが

えった と言えるか らである。

幸せ な家庭は家族一 人一 人にこの地上の天

国の経験 を与 えるものである。さらにキリス

トの使命が神聖なものであることを認め，キ

リス トの福音の原則に従 うことで，不死不滅

と永遠 の生命が約束されるのである。

私は，キ リス トの実在 とキ リス トの福音の

真理 を知 ることが 人間にとって最高の慰めで

あ り，幸せであることを証す る。願わ くは世

界中の心の正直な，誠実な人々が，この確信

を胸に抱 く日が速やか に来るように と祈って

いる。



西部の地で
/847-/877年

グ レ ン ・M・ レオ ナ ー ド
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ブ リガム'ヤ ングを大管長 とす る大管長会
の30年 にわたる統治の期間に，聖徒たち

はノーヴー を追われ， その後 しばらくの間比

較的平穏な時 を過 ごした。それは教会 にとっ

てもきわめて重大な発展め時代 となった。こ

れまで悩 まされ続けてきた恐ろしい暴・徒たち

の手 を逃れた聖徒たちは，北 アメリカ西部に

350を 越 える安住地 を開拓することに成功 した。

教会員の数 も3倍(約15万 人)以 上になった。

ブ リガム ・ヤングは聖徒 たちの尊敬 と信頼 を

得て，開拓活動の指導に当た り，ユ タ準州の

初代知事 となった。聖徒 たちは，ジョセブ・ス

ミスをは じめその後に続 く予言者 らが紹介 し

た宗教プログラムを実施 し，若人のためには

新たな補助組織 を設けた。 また伝道活動が進

展 し，世界の各地で行なわれるようになった。

1846年 に ノーヴー を去る時， イ リノイ州西

部 とアイオワ州東部にはおよそ1万4千 人の

教会員が住んでいた。ノーヴー市の住 人のほ

とんどが無事 にその地を離れ， また各地に散

在す る何千人 もの聖徒 たちが新たな集合地に

たどり着け るよう助けることが，教会の指導

者の当面の課題 であった.こ の大移動は，6

年 にわたって行 なわれた。その後も50年 以上，

何 らかの形 で移住が続け られた。

人里離れた平 原や 山々を越えて1600キ ロ も

の道の りを旅することは，家族に とってつ ら

く，経済的にも苦 しいことであった。だれ も

が3カ 月の旅に必要な食糧や荷車，牛を購入

できるほ ど余裕があるわけではなか った。そ

こで，1849年 に ブ リガム ・ヤ ングはユ タの教

会貝たちに， これか ら移住 して くる聖徒 たち

のために，援助金 と食糧 を寄付す るよう訴え

た。 これが永代移住基金の始 まりである。 こ
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れは1887年 まで続けられた。 ヨーロ ッパやア

メリカの聖徒 たちは移住 の経費を賄 うために

この基金か ら必要な額 を借 り受け，ユ タに到

着してか らそれを返済 し，回転資金 を補充す

るのである。

1856年 か ら1860年 にかけて，3千 人を越え

る人々(移 住者の3分 の1)が ， アイオワ州

アイオワ ・シティーの鉄道の終点から，手車

を引いた り押 した りし， また大 きめの荷物は

隊ごとに数台の荷馬車に積んで，大平原を越

えて きたのだった。

手車隊が開始 された年，ジェームズ ・G・

ウイリー とエ ドワー ド ・マーティンの率：いる

第4， 第5手 車隊は，手車の入手が遅れたた

めに，出発するのが時期的に遅 くなって しま

った。そのため この勇敢 な開拓者の一団は，

ワイオ ミングの平原で早 く訪れた冬のために

吹雪 に見舞われて しまったのである。到着が

遅れ るという知 らせ を受けたブ リガム ・ヤ ン

グは，彼 らを救済す るために食糧や衣類，運

搬用家畜，荷馬車などを集めた。ふたつの隊

とも救助されたが，合わせて5分 の1，200
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名余 りの 八が凍死 した。そして最後の グルー

プが 目的地に到着 したのは11月 の末だった。

ソル トレー ク ・シティーにたどり着いた移

民たちはヤング大管長や教会幹部に迎え られ，

ワー ド部の会貫たちか らもてなしを受けた。

さらに地元の家庭で居住地が定 まるまで，世

話を受けた。新 しい入植者の中には，新 たな

地を開拓するために遠 くの地 を割 り当て られ

る者 もいれば，ソル トレー ク ・シティーで土

地 を確保 し，そこで働 く者 もいた。

1847年 秋 までに，ソル トレー ク盆地には2

千 人の開拓者が到着 し，比較的おだやかな最

初の冬を過 ごした。 しか し，小麦粉 は底 をつ

き，野菜はなかなか手に入らなかった。春に

なると開拓者たちはセゴユ リや そのほかの草

の根や葉 をとって来て飢えをしのいだ。3月

に入 ると， その年の食糧 を確保するために種

をまいた。 しか しこれは惨たんたる ものだっ

た。かんばつ と遅霜のため，作物は台無 しに

なって しまったのである。5月 の末になると，

今度はイナゴの大群が豊かに実 った麦ややっ

と大 きくな りかけた作物 を襲った。イナゴを



き

水攻めに した り，つぶ した り焼いた りしたが

無駄であった。その年開拓者たちはわずかな

作物 しか収穫できなか った。 しか し， グレー

トソル ト湖の島々か らカモメの大群が助けに

来て くれなか ったら，被害はもっ とひどい も

のになっていただろう。 カモメはイナゴを腹

一杯詰め込み
，大切な作物を救 って くれた。

聖徒たちは主の，時 を得 たこの助 けに心か ら

感謝 したのである。

2年 目め冬(1848-49年)は ，モルモンの

開拓者たちに容赦な く襲 いかか ってきた。人

も家畜 も打撃を受けた。薪 を手に入れること

さえできず，食糧 も乏 しくなって きた。ある

家族 は生皮 を煮て栄養 を補 うほどであった。

余分 な食糧 を持 っている人はない人に惜 しみ

な く分け与 え，互いに助け合った。

1849年 の ゴール ドラッシュでは，西部に向

か って旅立 った大勢の人々が， 目的地 までの

最後の関門である砂漠 を越える前に， ソル ト

レー ク ・シテ ィーに立ち寄った。そこで聖徒

たちはか じ屋 をした り家畜を売ったり，交換

した りして， これらの旅人か ら直接利益 を得

1867年 ， 工 事 中の タバ ナ クル(p.16)

1852年 ， テ ン プル ス クエ ア に建 て られ た最初 の タバ

ナ ク ル(p.17， 上)

1847年7月28日 ， ブ リガ ム ・ヤ ング 大管 長 ， ソル ト

レー ク神 殿 用 地 を定 め る。 そ して ，1853年2月14日 ，

ヤ ング 大 管長 が鍬 入 れ を し， 次 い で ヒー バ ー ・C・

キ ンボ ー ル長 老 が神 殿 用地 を奉 献 す る(p.17， 下)

た。さらに幸いなこ とに，沢山の荷物を持 っ

て きた金掘人や商人が，余分な衣類や器具，

道具 を途方 もな く安 い値段で譲 って くれたこ

とである。お陰で，ユ タの開拓者の経済は潤

い始め，教会は再び教会員に伝道活動に力を

注 ぐよう呼びかけることができるよっになっ

たのである。

ノーヴー時代に， ヨーロッパ北部では大勢

の改宗者たちが生 まれたが，この時代も改宗

者はあとを絶たなか った。そ して1850年 代に

は， ラテンアメ リカや太平洋諸島，アジア，

イン ド，南アフ リカへ伝道するために宣教師

が送 られた。

1849年 の10月 の総大会で，ヤング大管長は

南カリフォルニア， タヒチ，イタ リア，スイ

ス，デンマー ク， スウェーデ ン，アイスラン

ド， フランス， ドイツ，英国に伝道するため

に宣教師を召 した。 ロレンゾ ・スノー とジョ

ン ・テイラー両長老は， 中央および南部 ヨー

ロッパ，エラスタス ・スノー長老はスカンジ

ナビアで働 くよう召された。翌年，パーレイ

・P・ プラッ ト長老は南ア メリカに向かい，

ジョー ジ ・Q・ キャノン長老一行はハ ワイに

渡った。1851年 に は，オース トラ リア，ニュ

ー ジー ラン ド， タスマニアで伝道が始まった。

翌52年8月 の特別大会で， ジブラルタル，マ

ル タ，プロシア，南アフ リカ， ジャマイカ，

中国，台湾，セイロン，イン ドに伝道す るた

めに宣教師が送られることになった。実際ど

この地 でも，宣教師たちは強固な反対にあっ

た。 ヨー ロッパ北部 を除いて，改宗者を出す

ことはほ とんどできなか った。1850年 代 に開

17



かれた新 しい伝道地の大部分が， まだ福音 を

宣べ伝 えるにふさわ しい状勢ではなか ったか

らである。成功 をおさめたのは， ヨー ロッパ

か らの移民，オース トラリアやニュー ジー ラ

ン ド，ハワイのポ リネシア系の人々に対す る

伝道だけである。

1850年 代 の中頃にユ タに帰還 した長老たち

の多くは，末 日聖徒の参政権擁護のために働

くよう召された。1856年 に ，連邦政府よ り任

命 を受けたある準州官吏が，ジェームズ ・ブ

キャナン大統領に偽 りの報告書 を提出 した。
う の

その報告書 を鵜呑みに した大統領は，あ りも

しない暴動 を鎮圧す るために，ユタに連邦軍

を送ったのである。その上，準州知事 のブ リ

ガム ・ヤ ングに代わ るアルフレッド ・カ ミン

グを送った。

大統領のそのような行動 を知 ったヤ ング知

事は，こちらに向かっている軍隊がユ タに入

ってから暴徒 と化 し，以前無統制の州兵が行

なったように，罪のない住民 を射殺 し，財産

を破壊するのではないか と恐れた。そこでヤ

ング知事は聖徒 たちにユタ北部へ疎開するよ

う命 じた。聖徒 たちは所持品をまとめて荷車

に積み込み，南か らソル トレー ク ・シティー

を越えて北方へ と向か った。さらに準州軍に，

兵士の命を危うくすることなく連邦軍の接近 を

遅 らせ るようにとい う指示 を出したのだった。

その冬，軍隊がつ いにソル トレーク盆地に

到着 した。ヤング知事は教会に好感 を寄せて

いる仲介者 トーマス ・L・ ケインと共に自分

に代わって新 しく知事になる人を迎 えた。そ

して結局ワシン トン当局の誤解 であることが

わかった。こうして，聖徒 たちは自分の家に

もどり，カ ミング知事は正 しい施政者 として

人々の信望 を得ることができた。

1860年 代 と1870年 代 ，教会は ます ます発展

していった。ほ とんどすべてが教会員である

モルモン定住地では， ワー ド部の活動が中心

の生活であった。ワー ド部交流会， ダンス，

18

演劇，合唱「が行なわれた。(1860年 代 までは，

ワー ド部の規模は様々であ り，子供のための

日曜学校以外補助組織はまだなかった)監 督

がその地域の中心的立場に立 ってその役割を

果たしていた。監督はワー ドティーチャーを管

理 し，監督の代理 として会員たちの俗事に関

わる事柄が行なわれているか を見守る責任が

あった。すなわち，乏 しい灌概用水の使い方

をは じめ，地域の家畜の世話，教会堂の清掃

管理，未亡 人へ の援助につ いても心 を配った。

毎週聖餐会 では，福音の教 えを説 くと同時に，

へいの修理や薪の運 び方などの実際的な事柄

について も助言が行なわれたようである。

末 日聖徒独 自の孤立社会は，1860年 代 に急

速に終わ りを告げた。それは，ソル トレーク・

シティーの近 くに駐屯 していた兵士たちが金

銀の豊かな鉱床 を発見 したからであ る。金 を

目当てに大勢の人がユタ.に群が り，大規模 な

モルモン社会に新風 を吹 き込んだのである。

外か らの流入は，1869年 に大陸横断鉄道が開

通す ると一段 と激しさを増 した。鉄道 は，大

陸横断の手段 として， 間もな く大幌馬車隊 に

とって代わった。今や，貨物 も人 も比較的容

易にユタに到達できるようになった。開拓の

時代は終わったのである。

しかし，東部の品物が流入 しやす くなった

ことによって，ユ タの 自給 自足経済が脅か さ

れ始めたため，教会の指導者は;.ユ タの 自立

を確保す る財政 プ ロ グラム に取 り組んだ。「

1860年 代 の末期，ブ リガム ・ヤ ングは後に協

同組合 と呼ばれる運動 を始めた。ワー ド部 ご

とに消費組合の売店 と各地域の特色を生か し

た独特の もの，すなわち家畜，ほ うき工場，

製皮所，チーズ工場 などを併せて行な うよう

勧めた。教会員はこれ らワー ド部の経営す る

会社の株を買い，地元の経済が発展するにつ

れ，地域社会全体 もその恵みにあずかれるよ

うに したのである。 しか し， これらの企業の

大部分が，質や価格の点において輸入品に太



神殿用地から約30キ ロも離れたところにある石

切り場から牛車や汽車で運び出される花嵩岩

購

、へ 、 髭

ボ・詳騨 帆 疑 爆ゴ

(

高 さが5メ ー トル以 上 もあ る， ソ ル トレー ク神

殿 の 土 台

刀打ちすることができず，次第に解体す るか，

あるいは大株主に買い上げられるとい う始末

であった。

1870年 代 の中頃になると，末 日聖徒は青少

年の教育や家庭の強化 を主眼 とした教会活動

の必要 を感 じてきた。そこで，1867年 には扶

助協会が再組織された。次いで，ヤング大管

長の指示の下に，扶助協会はすべてのワー ド

部に若 い女性のための相互発達協会 を設置 し

た。 また1875年 には，青年男子相互発達協会

が発足 した。 日曜学校 も，この時までは地元

の意向でしか組織 されていなかったが，1867

年 にジ ョージ ・Q・ キャノン長老 の指示の下

に教会 のプログラム として広 く行 なわれるよ

うになった。

教会の結束力の強 まりは，建築 プログラム

ひ とつをとって もよ く表われている。1863年

に着工 したソル トレー ク ・タバナ クルは1867

年10月 に完成 し，アーチ型の屋根 をした建物

の中で総大会が開かれることになった。1871

年 にブ リガム ・ヤ ングは，ユ タ南部 とネバダ

の人々のためにセン トジ ョージに神殿 を建て

るよう聖徒たちに指示 した。1877年4月 ， こ

の神殿は年老いたヤ ング大管長によって献堂

された。また， この年 の春， ロー ガンとマン

タイ神殿の敷地が奉献 された。これは大管長

が世 を去る数 カ月前の ことであった。セン ト

ジョー ジ神殿は， ノーヴー を追われて以来20

年 に して，ついに完成 した最初の神殿であっ

た。(開 拓時代は，ソルトレー ク ・シティーの

テンプルスクウェアにあるエンダウメン トハ

ウスが一時的に使われていた)

末 日聖徒 たちが これ ら初期の神殿 を完成で

きたのは，一致 した献身 と犠牲があったから

である。 ソル トレーク盆地に到着 した4日 後，

ブ リガム ・ヤングは神殿のために選んだ土地

に鍬 を入れた。そして建築に当たって多方面

で指示 を与 えたが，つ いに生 きてその完成を

見るこ とはなかった。ブ リガム ・ヤング大管

長時代 の使徒であったウイルフォー ド・ウッ

ドラフが後に大管長 となり，着工から40年 後

の1893年4月 に，rソル トレー ク神殿を献堂 し

たのであった。
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教会および世界史年表
1847-77年

教 会 世 界

1847開 拓 者 た ち ソル トレー ク盆 地 に到 着 1846一 ヨー ロ ッパ か らア メ リカお よび ア ジ

す る。
1932ア に大規模な移住が行なわれた

。

ブ リガ ム ・ヤ ン グ， 第2代 大 管 長 と 1848ヨ ー ロ ッパ 各 地 で 改 革 の 火の 手 が あ

な る 。 が る 。

1849カ リフォルニ ア で の ゴール ドラ ッシュ

1850一 ヨー ロ ッパ の各 地 で 伝 道 が蛉 ま る。 1850一 中 国 で 長髪 賊 の 乱 が 起 こ る。
54 太 平 洋諸 島

， イ ン ド， 南 ア メ リカ で
55

も始 まる 。

1852多 妻結婚の教義が公式に発表される。

1853一 ク リ ミア戦 争

1857連 邦 軍ユ タ に向 か う。 56

1859チ ャー ル ズ ・ダ ー ウ ィ ン 「種 の起 源 」

を出 版 。

1861一 合衆国南北戦争
65

1864パ ス ツ ー ル殺 菌 法 の 発達 。

1865最 初 の 消毒 外 科 手 術 、

1866プ ロ シア とイ タ リア ， オー ス ト リア

と戦 う 。

1867タ バ ナ クル 完成 。

1868一 日本 ， 明 治維 新 ， 西 洋化 ， 近 代 化 。
1912

1869若 い女性 リ トレ ンチ メ ン ト(倹 約) 1869ス エ ズ運 河開 通 。 ア メ リカ で最 初 の
.協 会
(後 のYWMIA)組 織 さ れ る。 大陸横断鉄道が，ユタ準州プロモン

ト リー で結 合 す る。

1870イ タ リア の統 一 終 わ る。

1870一 仏 露 戦 争 。 ドイ ツ統 一，1871年 。

71

1874協 同 制 度 を敷 く。

1875青 年男子相互発達協会が組織される。

ブ リガム ・ヤ ン グア カデ ミー(後 の

ブ リガム ・ヤ ン グ大学)が ユ タ州 プ

ロ ボに 設 立 され る。
.1876電 信 開 通

。

1877ブ リガム ・ヤ ン グ死 去 。
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しあ

入れを しているの。｣ル イザはカモメが
ちい こえ

にげないよ うに,小 さな声で そっとい

いま した。
はなし

｢ね え
,カ モ メの お 話,し て よ。｣ト

マ ス は ね む そ うに い い ま した。

ちい

トマ スはまだ小 さいので,み んなで
の はら き

野 原をたび して,ユ タへや って来た こ

とをおぼ えてい ませ ん。で も,ル イザ

は,お ぼ えて います。
ぎゆうしゃ たべ

｢牛 車 に
,お なべや,お さ らや,食

もの なが なが

物やふ とん をつんで,長 い長 いたび を
にんぎ よう

したの よ。 わ た しは,お 人 形 も もっ て

うし み

きた わ。 わ た し,牛 をは じめ て 見 た の。

おお やま

大 きな山み たいだ ったわ。｣
はなし

｢ね え
,ル イザ,カ モ メの お話 は?｣'

はな し

トマ スは,た びの話が きらいなのです 。
き とし

｢は じめ てユ タに来た年 にはね,お
とう かあ て

父 さ ん とお 母 さん の お 手 つ だ い を して

は たけ に,た ね を まい た の 。｣'

｢ぼ くは どこに いた の
。｣

ちい

｢ま だ小 さか ったか ら,は たけのぞ
ある

.ばを,よ ちよち歩 いていたわ。それか
で たか

ら,め が 出 て,こ の くらい の 高 さに な

き

っ た と き,イ ナ ゴがや って 来 て,は た
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はなし

お 話:マ ー ジ ョ リ ー･ピ ー･ニ ュ ー トン

おんな

ジ 替･ト はオー ス トラ リアの女の

子 です。ジャネッ トは,す なは まに

ね ころんでいま した。 オー ス トラ リア
うみ つよ かぜ

の海 べ で は,と き どき強 い風 が ふ い て,

お よ げ な くな ります 。 そん な ときは, ､
ゆ うがた かぜ

夕方 になって風がやむの をまつのです。
うみ み かんが

ジャネ ッ トは海 を見なが ら考 え まし
うみ

た。｢み ん なは,海 の む こ うの ニ ュー ジ

い い

一 ラ ン ドに行 け るの に
。 わ た し も行 け

た ら… … なあ 。｣

とう ちよう

ジャネ ッ トのお父 さんは,し ぶ長 さ
か い らい げつ

ん で し た。会 い ん た ちは 来 月,ニ ュー

しん か

ジー ラン ド神 でんへ行 って,家 ぞ くの

むすびかため をす るのです 。で も,ジ

か じゆうぶん かね

ヤネ ッ トの家 ぞ くにはγ十分なお金が

あ りませ んで した。.･
かあ

お母 さんはよ くこ ういい ました。
う

｢リ チャー ドぼ うやが生 まれ た ときにボ

きん

ち ょ金 をみ んなつか って しまったの。
こ とし い

だか ら,今 年は行けな いわ。｣
い

ジャネ ッ トは,よ くす なは まに行 っ
かんが

て,考 え ご とを し ま した 。

かね

お金がか りられ るところはないんだ
おも

わ,と ジ ャネ ッ トは 思 い ま した。 お じ.

かね かね

いさんはお金 もちで したが,お 金 はか

しては くれ ませ ん。お 巳いさんは,お
かあ き ょうかい はい どう

母 さんが教会に入った ことも,お 父 さ

ん とけ っこん したこ とも,ゆ る して く

.｣』
1

｢
.
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ち い

小さな
と も

お友だちへ

はなし ちよう

お 話:フ ラ ン ク リ ン･デ ィ ー･リ チ ャ ー ズ 長 ろ う

とう かあ

わ たしのお父さんとお母さん犠 。は
た ら くとい うこ とが,と て も大せ

かんが

つ な こ とだ と考 え て い ま した。･

か なか いちばんちい

わた しは,家 ぞ くの中で一番小 さか

ったの ですが,そ れで もや は り,は た

らきま した。 わたしがな まけない よっ

に,そ して,せ きにん をもってはた ら
とう

くよ うに,お 父 さ ん はわ た しに,ト リ

ごや の し ご と をい いつ け ま した 。50ぱ

みず

くらい の ニ ワ ト リに,え さ と水 をや り,

ト リごや の そ う じ を し,タ マ ゴ を あつ

め る し ご とで した。

なつ

夏 に は,か りとっ た しばふ を トリご

うえ

やのや ねの上 にのせ てかわか し,ふ く
ふ ゆ'刃

うにつ め ました。冬 になった ら,そ れ
り た

におゆ をかけて,ニ ワ トリに食べ させ

るのです。

この ように して,よ くせ わをしてや
う

る と,ニ ワ ト リは た くさ ん タマ ゴ を生
か た ぶん

み ます。家 ぞ くが食べ る分 をとって も
う

タマ ゴが あまった ら,だ れか に売 って,
かね じ ぶん

お金 は 自分の ものに して もよい といい

ました。
きん ひ と あた ら

近 じょの人たちは,新 しいタマ ゴを｢

とて もよろこんで くれま した。す ぐに
も と も

お とくい さんがで きて,よ い友だ ちに
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2,4,6,8

の と こ ろ を ぬ り

つ ぶ し て ご ら ん

な さい 。 お お き

な ど うぶ つ が か

く れ て い ます よ。
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標準 を尊ぶ

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

私 がア刈 給 衆国の ドワイ ト'D.ア イ
ゼ ンハ ワー大統領の閣僚 として農務長官

を務めていた頃， イタ リアのローマで開催 さ

れた世 界食糧農業機構の年次大会に招かれ，

そこで基調演説を行な うこ とになった。この

世 界的な大会にはおよそ60力 国か ら70力 国に

及ぶ代表者が出席 していた。

演説が予定 されていた午前の部が終 わると，

私のために宴会場で，盛大 な昼 食会が開かれ

た。会場は世界各国の国旗 で埋 まっていた。

昼食に先立って，恒例のカクテルで乾杯 を

交 わす時がきた。私は人々が手にしたグラス

を見て驚いた。その グラスに入っているのは

アル コールではない。普通のオレンジジュー

スやソフ トドリンクだったのである。私は主

催者のインドのセン博士にこう告げた。「皆 さ

んにはお酒を出された方が良いのではありま

せんか。それが，慣例 でもあります し……」

す るとセン博士は こう答えた。

「いいえ
，長官。 きょうの主役はあなたです。

あなたの標準に従いたい と思います。」

友好 を深める時間が過 ぎると，私たちは食

事の席に着いた。驚いたことに， この時 もコ

ー ヒーの代わ りにソフ トドリンクとフルーツ

ジュースが出された。私はセン博士に，「皆 さ

んは， きっとコー ヒー をいただ きたい と思 っ

ていますよ」 と言った。彼は優 しく笑って，

こう答えた。「いいえ，主催者は私です。そ し

て， あなたがこの会の主賓です。ですか ら，

この昼食会ではあなたに敬意を表して，あな

たの標準に従いたいと思います。」

それ も，世界各国の著名な指導者が出席 し

ている昼 食会でのことであ る。 どのような教

会員も自分たちの守っている標準のために恥

をか くようなことは決 してない。むしろ，教

会の標準を守ることに よって得 る報いの方が

はるかに大 きいであろう。
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Aか ら何年 も昔，私が遠 く離れた英国で学'7

校 に通 っていた頃の話 である。私は星に

絶対の信頼を寄せている老学者 と知 り合 いに

なった。彼は とにか く一生懸命私 に占星術の

神秘 を教 えて くれ た。私 は次 第に渇 きを覚

えるようにな り，ついにこの過 ちの泉の水を

味わうようになった。まだ子供である私は，

何の疑いもな く彼の言葉 を信 じたのである。

そ して10歳 になる頃には，す でに天宮図を繰

るようになっていた。

私の学校 の友達に，体の大 きい，暴れん坊

がいて，腕力で辺 りの遊び場 を支配 していた。

とにか く，彼が一番強いことはだれの 目にも

明 らかであ り， どうしても彼に一 目を置か ざ

るを得なかったのである。その上，私たちに

自分の算数 の宿題をや らせた り，地 図や作文

をかかせた りした。 もしだれでも彼の権 力を

疑 う者が現われ ようものなら，即座 に厳 しい

制裁が加 えられ，.反逆者 は服従 させ られた。

さらに悪いことに，彼は金持 ちの息子であ

り，先生のお気に入 りで もあった。

私は星 占い をしてみ るこ とに した。 そし

て，自分たちを縛っている鎖 を断ち切 り，仲

間たちを解放 しようと思った。私はこのガキ

大将ベ ンの妹か ら，首尾 よく彼の誕生 日と生

まれた正確な時間 を知 ることがで きた。それ

を手に，私は大急 ぎで家に帰 り，す ぐに彼の

天宮を計算 し始めた。何 と，私が想像 してい

た通 りであった。ベ ンは土星の子であ り，し

か も土星が凶相にある時に生 を受けたのであ

る。不誠実 も，卑劣さも，残忍さも，何 ら不

思議なことではなかった。そこで，私は天宮

図を使 って未来を占い， 自分に運が向いて く

る時 を捜 した。一週間後の水曜 日午後5時 ，

この時刻に彼の星は傾 き，私の星が昇 る。解

放 の日は，間 もな くや って くるのだ。天宮は

危険なかけをする私に味方し，必ず勝利が訪
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れるはずだ。優れた知識の力によって暴力に

打ち勝つのだ。

その約束の 日の朝，私は土星の支配 を受け

るガキ大将に立ち向か った。挑戦状 をたたき

つけ，これか らだれが支配者になるか決着 を

つけ ようと，夕方の5時 に対決す ることにし

たのである。彼は大声で笑い，耳のあた りを

小突いた。 しか し，私は じっと我慢 した。報

復 の時は，まだ来ていないか らである。その

日偉一 日中，私の勝利を願 う大勢の人か ら激

励 を受けた。

5時 に定め られた場所に行 くと，そこには

20人 余 りの少年が集まって，すべて公正に行

なわれるように見守っていた。相手は和 より

30セ ンチ高 く，体重 も7キ ロほど多かった。

しか し， それはささいな事でさして気にも留

めなかった。天宮が喜ばしい勝利を約束 して

いたからである。私はた くましい体つ きの相

手 に向か って，これ まで力まかせ に， しか も

残忍な仕打ちを受けてきたこ とを述べ，今後

自分たちは一切 自由であることを華々 しく宣

言した。 これはます ます敵の嘲笑 をか う形 と

な り，ついに戦いが始まった。

けんかは激 しかったが，す ぐに終わった。

次第に意 識 を取 り戻 す と，私 は地面に横た



わっていた。ほおは切 れ，眼のまわ りにはあ

ざができ，鼻を強打 されていた。おまけに，

歯が2本 ほど折れ，毛 も引 き抜かれていた。

相手は，かす り傷 ひとつせ ずに立ち去った。

私は家に向かって よろよろと歩きなが ら，

今 までにな く考え込んでいた。生 まれて初め

て占星術に疑いを持ったのである。家族は私.

の姿 を見て， まった く驚いていた。父は何度

もけんか を戒め，繰 り返 し私に注意 した。そ

して， さらに私の心に刻 み込むために，帯ひ

もの締め金の先端で何度 も私を打ったのであ

る。

これには私は懲 りた。 もう疑 うこともなか

った。 と同時に星 占いを信 じる気持ちも一気

に消えて しまった。その時， 占星術はまやか

しで しかないことが わか ったのである。

レ ビ 記19：31

占星術について

聖典は何と言っているか

「あなたがたは口寄せ，または占い師

のもとにおもむいてはならない。彼 らに

問うて汚 されてはな らない。わたしはあ

なたがたの神，主である。」

申命記18：ゾ914

「あなたの神
，主が賜わる地にはいっ

たな らば， その国々の民の憎むべ き事 を

習いおこなってはな らない。あなたがた

のうちに， 自分のむす ご，娘 を火に焼い

てささげる者が あってはならない。また

占いをする者， 卜者，易者，魔法使，呪

文 を唱える者， 口寄せ，かんなぎ，死人

に問 うこ とをす る者があってはならない。

主はすべ てこれ らの事 をす る者 を憎 まれ

るか らである。そ してこれ らの憎むづ き

ことのゆえにあなたの神，主は彼 らをあ

なたの前か ら追い払われるのである。あ

なたの神，主の前にあなたは全 き者 でな

ければならない。あなたが追い払 うかの

国々の民は ト者， 占いをす る者に聞 き従

うか らである。しか し，あなたには，あな

たの神，主はそうすることを許 されない。」

イ ザ ヤ 書8：19-20

「人 々 が あ な た が たに む か っ て 『さ え

み こ

ず るように， ささや くように語 る巫子お

よび魔術者に求めよ』 という時，民は 自

分たちの神 に求むべ きではないか。生け

る者のために死んだ者に求めるであろう

か。ただ教 とあかしとに求めよ。まこと

に彼らはこの言葉に よって語るが， そこ

には夜明けがない。」

ダニエ.ル書2：27-28

「ダニエルは王に答えて言った
，『王が

求め られる秘密は，知者，法術士，博士，

占い師な ど，これ を王に示すことはでき

ませ ん。 しか し，秘密 をあらわすひとり

の神が天にお られ ます。彼は後の 日に起

るべ き事 を，ネブカデネザル王に知 らさ

れたのです。』」

列王紀下23：5

ヨシヤ王は，偶像 を崇拝す る 「祭司た

ちを廃 し， またバアルの 日と月と星宿 と

天の万像 とに香 をた く者どもを廃 した。」
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17歳 のヘ ル凧14歳 のルース・そして11歳
のペ トラの3姉 妹は， しば しば戸口に立

って羊毛 を買って帰 る父親 を待 っていた。父

親のカン ドラー兄弟は，オース トリア ・アル

プスの山々を歩き回っては羊飼いか ら羊毛 を

買い集めて くる。それ も，羊か ら刈 り取 って

洗い，毛ばたて機にかけてごみ を取 り，糸状

になった羊毛である。この羊毛は真っ直 ぐに

延ば しさえすれば，す ぐにでも紡いで毛糸に

することができる。，

今度はまた，特にみんなが驚 くようなこと

が待 ち受けていた。 カン ドラー兄弟が，小羊

か らとったいつ もの 白と灰色の羊毛のほかに

野羊か らとったこげ茶色の羊毛 を持 って帰っ

てきたのである。娘たちは飛び上が って喜ん

だ。毛の短い，黒い糸は紡 ぐのがなかなかた

いへんだが，家で紡いで学校や仕事に着てい

く服 を編む と，いろいろと変化 をもたせ るこ

とができる。

カン ドラー家には，100年 以上 も古 くか ら

羅 糸を

錨ぐ家族

ヤ ー ド ・M・ ロ ム ニ ー

伝わる家宝の糸車がある。そのほかに も年代

の異なる古い糸車が数台あり，家族 中の者が

一度 に紡いで もまだ一台あまるほ どである。

紡 ぐこと自体は，一度覚えて しまうとそれ

ほ ど難か しいことではない。「私は3日 で覚え

たわ」 とペ トラ。カン ドラー兄弟は，カン ド

ラー姉妹が娘たちに教えるのを見ていてたっ

た1日 で覚 えてしまった。今 では，娘たちと

同じように紡 ぐことを楽 しんでいる。

ルースは言 う。 「ただすわって糸車 を回せば

いいの，簡単よ。話 をしてもいいし，考えご

とをして いて もい いの。それ で も，ち ゃん

と紡 ぐことができるわ。」 また，娘たちが時々

楽 しそうに両親 と並んで糸 を紡 ぐ技術 を競 い

合 っている光景 も見られる。彼らは笑い， そ

して冗談 を言い合 う。年下のべ トラの毛糸が

うま く巻けな くなると，ふ たりの姉が手を貸

してや る。傍 らでは， カン ドラー姉妹が満足

そ うに うなずいている。

カン ドラー一家が住んでいるユーゲン ドル
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フのような小 さな町では，電気代が高い。そ

こで入々は，窓越 しに射 し，壁に照 り返す陽

の光で部屋 を明 るくして仕.事をする。みんな

が糸車のペ ダル をパタパタと踏みなが ら指で

一本一本毛糸を
，糸巻 きにかけている。その

そばで，ヘルガはギ タ…をか き鳴 らしている。

その音色 といい，澄んだ声 といい，テレビや

ラジオの騒 々しい音よりはすっ と仕事の雰囲

気を高めて くれる。カン ドラー兄弟はこう語

っている。「私たちは，いつも家族そろって何

でもす るよ うに しています。テレビはないん

ですよ。」時折，隣の11歳 になるマ イケル ・メ

ー一クの ような友達がこの輪 に加 わって くるこ

ともある。

きょうは，(写 真屋が家族グ)写真を撮りにく

る)特 別な 日なので，家族 は全貝， この地方

特有の民族衣装 で着飾 っていた。大抵のオー

ストリア人がそ うなのだが，彼 らも年 に何度

か普段 の日に伝統的な民族衣装 を着て盛装す

ることがある，，しか し，家族全員が同 じ日に

着飾ることはめったにない。ヘルガは，民族

衣装が実用的なことを次のよっに言っていた。

「これだと気軽に着ることができるんです
。

だって流行に遅れることもないし，それに，

年齢 に関係 な く着 れ るん です もの。 もちろ

ん，私たちは普通の洋服や ジー.一ンズも着 ます

けど。」

毛糸では，セーターや手袋， くつ下 を編む。

ヘ ルガは，手編みの洋服 を学校 に着て行 くの

を楽 しみに している。「お.友達はみんなうらや

ましがって，家に帰 って私 と同 じように毛糸

を編んでます。」カン ドラー姉妹は，友達か ら

教わって2，3年 前か ら糸車 を回すようにな

ったのだが，その彼女がこう話 してくれた。

「オー ス トリアでは最近手編みの服 を着る人

が とて も増 えています。同 じものをお店で買

うと，びっ くりするほ ど高いか らです。」(た

とえば，市販の手編みグ)セーターは1枚 約2000

シ リング(約3万 円)す るが， カン ドラー兄

弟が山か ら仕入れて くる羊毛は，1キ ロ500

毛糸 で自分の衣服を編んでいる少女 ドイツ南部の民族衣装 糸紡 ぎ を して い る時



ギ ター を弾 くヘ ル ガ 糸 紡 ぎ を楽 しむカ ン ドラー 家 の 人 々

シ リン グ ほ ど で あ る 。 しか も， カ ン ドラ ー 一

家 は 純 粋 な 天 然 の 羊 毛 か ら 毛糸 を 紡 い で い る 。

(染 色 加 工 を して い な い 羊.毛 に は ラ ノ リ ン が

着 い て お り， 防 水 性 と絶 縁 性 が あ る)そ の 上 ，

自分 た ちが 編 ん だ 衣 服 と い う こ と で ， カ ン ド

ラー 家 の 大 切 な 思 い 出 の 品 とな り， お 金 で 買

う こ との で き な い 貴重 な も の と な っ て い る 。

ヘ ル ガ は ， カ ン ドラー 家 の そ う した 才 能 が ，

今 出 席 して い る ドイ ツ の ミュ ンヘ ン ス テ ー キ

部 ザ ル ツ ブ ル グ(オ ー ス ト リア)ワ ー ド部 や

そ の 他 の 場 所 で 友 達 を作 っ た り， フ ェ ロ ー シ

..・プ す るの に 役 立 っ て い る と話 し て くれ た
。

ほ とん どの 毛 糸 を 紡 い で し ま う 冬 の 間 に， ド

イツ や オ ー ス ト リア か ら教 会 員 の 家 族 が 集 っ

て 糸 を 紡 ぐ技 術 を 学 び ， 楽 しい ひ と と き を過

ご す の で あ る 。(ユ ー ゲ ン ドル フ は ， ザ ル ツ ブ

ル グの 近 くに 差)る 町 で ， ドイ ツ 国 境 か ら約30

キ ロ の と こ ろ に あ る)「大 勢 の 人 々 が 新.し い 技

術 を習得 し，暇な時問をもっと価値ある目的

のために過 ごす方法を覚えて帰 って行 きます」

とヘルガは言 っ。そのほか カン ドラー姉妹は，

娘たちの手 を借 りて扶助協会のホーム メー キ

ンクの レッスンで紡ぎ.方の講習を行 なうこ と

になっている。

カン ドラー一一..一家は，常に自給 自足の生活 を

目指 していた。糸車 と毛糸 を備 えることも，

彼 らの…一年分の家庭貯蔵に含まれていた。ル

ー スはこのように言っている
。「緊急時で も，

私たちは洋服を作ることができます。それ も

私たちの家族の備えのひとつに入っているか

らです。」また彼 らは自分たちの手で小麦を栽

培 し，粉をひいてパンを焼 く。そ して，家庭

菜園を造 りなさい とい うキンボール大管長の

勧告に も喜んで従っている，，彼 らが食べ るも

のは大体， 自分たちで作 ったものである。「夏

は畑で働 き，冬は.毛糸 を紡 ぐの」 とベ トラは
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薔つ。

カン ドラー一家は，ユーゲン ドルフの最初

のモルモ ンである。つい一年ほ ど前教会に入

った親友のヘルマ ン ・マルチノスは，カン ド

ラー一家が味わった苦難 を次の ように説明 し

て くれた。「カン ドラー兄弟は，屋根職 と鉛管

工 をしていました。 しか し，彼が教会へ 入っ

たことが町中に知れ渡ると，彼の下で働 いて

いた職 人たちは次々に仕事 を辞めていきまし

た。そして，町の大聖堂の屋根 をふ きか える

仕事 も取 り消 されてしまいました。しか し，

ステーキ部の祝福師は，『何 も心配することは

あ りません。 あなたは勇気のある人なのでき

っと神様が祝福 を与 えて下 さいます』 と言っ

て彼 を慰めて くれました。それで も彼は，町

か ら締め 出され，ユーゲン ドルフでは働 くこ

とがで きなくなってしまいました。しかし今

では，隣の村々やザルツブル グか らた くさん

の仕事が入って くるようにな り，何の心配 も

あ りません。」

モルモンになるこ とによって，子供たちに

も一時被害が及んだこともあった。「私はカト

リックの高等学校に通 っていました。 でも私

たちが モルモン教会のバプテスマ を受けたこ

とが知れる と，翌年か ら学校に行 くこともで

きなくなって しまったのです」 とヘ ルガは語

った。'すでに学校 の登録 を終 え授業料 も一

部納めていたルースは，入学 を拒否された上

にお金 も返 して もらえなかった。ヘ ルガはこ

う言っている。「でも，ワ.一ド部の会貝が助け

て下さ り，少な くとも彼 らだけは私たちの友

達だ という確信 を持つ ことができました。父

の仕事が見つかったのも教会員の助けがあっ

たか らです。新 しい学校 を紹介 して くれた り，

とにか くいつ も思いや りを示 して下さいまし

た。」それで もカン ドラー家の人々はこう言っ

ている。「村人たちが皆，私たちに対 して冷た

か ったわけではあ りません。ただ私たちのこ

とをわかって もらえなかったのです。」さらに

カン ドラー兄弟 もこう言っている。「村人たち

は，私 たちが神の教えから離れてい くと思っ

たのです。 しか し，今 では私たちのことがわ

か り，私たちが前に も増 して神 に近づいてい

ることを理解 して くれました。」

間 もな く，家庭にいつ もの平安が訪れ，娘

たちも新 しい学校に通 うようになった。

現在，カン ドラー一家は広い裏庭のある，

商店の二階のアパー トに住んでいる。

「教会は
，私のすべ てです。この教会は真

実 であ り，私たちが戒めに従 うならば，天の.

お父様が私たちを守って下さることを知 って

います」 とヘルガは証す'る。 さらに伝道に出

ている友達をたたえてこう述べている。「伝道

中 も， また伝道を終えて帰ってきてか らも，

彼らはオース トリアの教会の大きな力です。」

ルー スは，ワー ド部の青少年 と親しく交わ

ることができるので喜んでいる。「彼らは皆信

頼 できる友達です。何 も特別なことをす る必

要 はあ りません。今のままの私をその まま受

け入れてくれ ます。他の支部の青少年 たちと

も友達 になって います。私たちはよく，ザル

ツブルグに一緒に出かけていって，城塞 を回

ったり，公園を歩いた り，市場で買い物をし

た りします。」

毛糸を紡 ぐことによって，.カン ドラー家の

人々は1世 紀 も前 にこの国に浸透 していた伝

統を再 び復活させ ようとしている。当時，女

性 は皆，結婚祝いに糸車 を送 られ， 自分の手

で作 った洋服を身に着けていた。ペ トラはこ

う語 ってい る。「紡 ぐこ とを知 っているとと

て も役に立ちます。お友達や，そ して将来は

私の子供 にも伝 えていって，大切に残 してい

.きたいのです
。」

共に働 き，共にひざまずいて祈 り， この回

復 されたイエス ・キ リス トの福音.が真実であ

ることを証するカン ドラー一家の姿 を見れば，

「これは確かに役に立ちます。お友達や，そ

して将来は私の子供に も伝 えていって，大切

に残 していきたいのです」 という言葉が，そ

の まま彼 らの教.会に対する信仰・に も生 きてい

ることがよ くわか るであろう。
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聞 き手の胸を打つということは浪 い話の
必要条件である。たとえあなたの話が忘

れ られて も，話 を聞いた時の気持 ち，メッセ

ージを伝 えた時のみたまはいつまでも忘れる

ことができない。 日曜学校 で霊的な話をする

時，あるいはいろいろな所で話 をす る時，ほ

ぼ どのような場にも当てはまる，話の基本原

則がある。

聞き手 を感動させ，動機づけ る話には，共

通 して5つ の事柄があげられる。(1)聞 き手

の注意 を引く。(2)物 語 ，体験，興味ある事

実などが盛 り込 まれ ている。(3)目 的 が明ら

かにされている。(4)み た まの導 きによって

準 備 し， 話 す 。(5)結 論 を は っ き り述 べ る 。

聞 き手の注意 を引 く

導入の第一段階は，聞き手の把握 である。

例 えば，ブルース ・バー トンは 「7劾!吻 η

1>0∂04夕κη0粥(だ れ も知 らない人)」の中で，

パ ウロがアレオパ ゴスの評議所で知 られない

神に捧げ られた祭壇 を拝 んでいる人たちに会

った話 を，小説風にア レンジしてこう書 いて

いる。

アテネの住人 と言えば，賢 く，冗談 を言い，

当時の流行 を創 り出す人々であった。彼らは

何百 という宗教を持ち，様々な神 を信 じてい

心を動かす話
エ リ ッ ク ・ス チ ー ヴ ン ， 共 著
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て， もうこれ以上はいらないと思 っていた。

したが って宣教師 と言えば，特に歓迎で きな

い人たちであ り，パウロもそのことは十分に

知 っていた。パウロはどうや って話を切 り出

したらよいだう りか と考えた。こっ言ったら

どうだろうか。「お早 う，紳士諸君。これから

新 しい宗教 をご説明 したいので，少 しばか り

皆 さんの時間 を拝借 したい。」これも恐らく人

人の笑い者になるのが落ちであろう。新 しい

宗教 といった ところで，彼らには何の関心も

湧いてこないであろう。

しか し，パウロは群衆の心 をよ くつかんで

いた。彼が言 ったことを要約 してみる と，こ

うである。「アテネの皆さん，この町の大通 り

を歩いていて気づ いたことだが，皆 さんは大

抵の神や女神に祭壇 を立て，その上に知 られな

い神にもひ とつ祭壇 を立てている。諸君，そ

こで非常に興味ある巡 り.合わせ とでも言お う

か，皆さんが知 らずに拝んでいるその神 こそ，

私の言わん とする神である。」(ブ ルース ・バ

ー トン，7劾 ル勉ηNo60め ，κηoωs「だれも

知 らない人」 グ白セ ッ ト・アン ド・ダンロッ

プ，pp.102-3)

群 衆 はもっと聞きた くなって きた。パウロ

は人々の心を捕え，そ して 自分の言わん とす

ることを人々に伝 えることがで きた。彼は，

上手な導入をするには聞 き手のこ と，つ まり

聴衆の関心や信念や年齢な どを知 り，それか

らおもしろくて適切な話 を選んで始めなけれ

ばならないこ とをよ く知 っていたのである。

関心 を持続 させ る

聴衆の関心 をつかんだら， それを持続 させ

ることである。普通は物語や実例，事実や考

えなどを上手 に計画 して使 うようにするとよ

い。人類最：大の教師 といわれる御方は，一般

的で抽象的な概念ではな く，む しろ単純 な物

語やた とえ話 によって周囲の人々の生 き方 を

変えてこられた。

「その日
， イエスは……海べにすわってお

られた。

・ところが
，大ぜ いあ群衆がみもとに集 まっ

たので， イエ スは舟に乗ってすわ られ，群衆

はみな岸に立 っていた。

イエスは讐で多くの事 を語 り……

…∴讐に よらないでは何事 も彼らに語 られ

なか った。」(マ タイ13：1-3，34)

イエ スが語 られると，漁師や農夫，妻，娘，

息子たちなど大勢 の人々が聞きにやってきた。

イエスは話 し始めた。「種まきが種 をまきに

出て行った。まいているうちに，道ばたに落

ちた種があった。す ると，鳥が きて食べてし

まった。」(マ タイ13：3，4)

イエ スはいつ も聞き手がよ くわかることに

ついて話 をされ る。ほ とん どの人は種 まきを

して，そのす ぐ後にカラスのおかげでせ っか

くの働 きをふいに した経験 を持っていると思

う。「『この先生は 自分たちの苦労 を知 ってお

られるようだ。それでは，話 を聞いてみ よう

か』 と，人々は考えたのである。」(バ ー トン

「だれ も知 らない人」p .107)

要 点 を聞き手に覚 えてもらうには物語や詩

が有効である。例えば，「大志」について話す

場合には，次のような説明 を加えてみるとよ

い。

トミー とい う名の少年が客に自分の描いた

絵 を見せ ていた。鳥，犬， 自動車，家などが

描かれていた。しかし，どれ も一番 よい絵で

、はない と トミー は言 った。そ こで客が尋ね

た。「それ じゃ，一番上 手に描けた絵 を見せ

て くれないかな。」 トミーはこう返事 をした。

「ぼ く
，それ， まだ描いていないの。」(ボ ー

ン ・J・ フェザース トーン，(万M腕4侃4

M麗oJ6「 知 力と筋力 と」p.1qg)

良 い話は，聖典 の中や学校，家庭で読む本

の中にふんだんにある。 自分の体験や祖父母

の昔話や 日記などか らの引用 も，話に温かみ

を添え，話をわか りやす くして くれる。自分

自身の福音に関す る証 を述べ るこ.とに よって，

聞.く人だけでな く， 自分の証 も強めるこ.とが

できる。

目的に則 した話 をす る

そうか と言 っで，主題 と関係のない話をし

てはな らない。ただお もしろい とか，.笑わせ

られるか らというだけでは聞 き手 を混乱させ
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るだけである。話にはゴ 目的が必要であ り，

話の中で述べ ることはすべ てこの 目的 と直結

したものでなければならない。時折，私たち

は伝えたい考 えや思いがあま りに も多くあっ

て，結局何 も関連性のない話 をあれこれと述

べてしまうことが ある。 こうした話 も時には

効果があることもあるが，関係のない話があ

まりに も多くなる と， その効果はな くなって

しまう。そ うする と，次の ようなことが起こ

って くる。

ひとりの農夫が講演者の話 を聞 きに公会堂

へ入ってきた。 ところがあ まり話が長いので，

少 し新鮮な空気 を吸お うと外をぶ らついてい

た。近所の人が通 りがか って尋ねた。「ジム，

何の講演なんだい。」

「さあね。まだ大 したことは何 も言 ってい

ないようだけど。」

話は十分な時問をとって，前もって準備 し，

自分が言 うことをよ く組み立て， しか も新 し

い興味ある情報が入るようにする。そのため

にも自分の経験 を日記に記すよ うにす るとよ

い。そうしておけば，いろいろな話をする準

備 にもな り，話す ことが 自分に とっても楽 し

く興味あるものとなるに違 いない。

みたまによって話す

ハロル ド・B・ リー大管長は，ある大会で

こう述べた。「自分 自身の中に燃えるものが な

い限り，人の霊 に火 をつ け るこ とは できな

い。」(∫θ班θπ06S召㎜oη5「 一 文 説教 集」デ

ィーン ・ツンマーマン編，p.128)こ れ は確

かに，話 し手が覚 えておかなければならない

最も基本的な助言である。話 をす る時は， 自

分の言っていることを信 じ，主のみたまを得

るようにす る必要がある。 自分が話 している

原則を守っているのは もちろんのこと，祈 り

とふさわしい準備 をす るこ とが大切である。

皆さんは生来の能弁家の ように力強い話 をす

る必要はない。天父の助けを得て準備 をすれ

ば，.話す時にも主が助けて下 さる。

時間内に終わる

最後に， 考えてお くべ きことは， いつどの
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ように して話 を締め くくるか というこ とであ

る。聞 き手 を疲れ させないでさわやかな印象

を残すために も，最後の話はきちんと時間内

におさめるべ きであ る。皆 さんは.話 し手 が

「それ では最：後に……」 と二度三度 と繰 り返

しなが ら， それか ら5分 も10分 も話 し続け る

，のを聞 いたことはないだろうか。同 じように

いらいらしてくるのは，要点を話 し終えたあ

とで まただらだらと話 をす ることであ る。.マ

ー ク ・トウェインは次のように書いている
。

「何年か前に
， コネチカッ ト州のパー一トフ

ォー ドで， うだるように暑 い夜に， ホー リー

氏の年次報告 を聞 きにみんなで教会に出かけ

た。ホー リー氏は，援助が必要 なのに申し出

を遠慮 している人たちを自分の足で捜 して回

っている町の宣教師である。彼は貧民街 の生

活を話 し，貧 しい人々の勇気 と信仰心 を例 に

あげて説明した。『大金持 ちが大金を寄付す る

と語 り草になる。しかしそれは間違っている と

思います。貧者の一燈の方が もっと大切 では

ないで しょうか。』

私はホー リー氏の話 を聞いて本当に感激し

た。話が終わるのが待 ちきれないほ どだった。

ポケッ トに400ド ル持 っていたのだが，人か

ら借 りてで ももっと寄付 したい気持ちだった。

みんなの目にもそ うした思 いが読み とれた。

し.かし， ホー リー氏は一向に献金袋 をまわす

様子 もない。ただ話続け るばか りだ。話が長

び くにつれて暑 さはこ うじ，眠気 もひど くな

ってきた。私 たちの熱意は しだいに冷め，一

時は100.ド ル も， と思っていたのに，最後に

袋がまわってきた時は，そこか ら10セ.ン トを

失敬した程である。」ce7加s雌 鰯sげ 、4喫6ゴo'6s"
「逸話事典 」エ ドモン ド.・フラー編

，pp.58
-59)話 は 聞き手の.興味が失われる前に終わ

るこ とである。

話はわか りやす く， 目的に則 したもので，

しかも明確に述べるべ きである。そうすれば，

あなたが述べた考えは聞 く人々の生活を輩か

にし，あなたは人の心 を動かす雄弁な話によ

って主 と隣 人に奉仕する喜びを味わうことで

あろ う。
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1988年 の指導者であるあなた

七十人第一定員会会員

M・ ラ ッセ ル ・バラー ド ・ジュニア

1978年5月!6日 の ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 に

お け る詳畠寅よ り抜 矛杢

私 は・皆 さんが将来 目にするであろう最 も
感動 的な光景，すなわち今か ら10年 後の

教会の姿 について私 の考えて いる ことをお

話 した いと思 う。1978年 の 自分の ビジ ョン

を掲 げて，1988年 に は教 会が どの ようにな

って野るか を考 えてみていただきたい。 しか

しここで決 して忘れてはならないことがある。

それは， この地..ヒに回復されたイエス ・キ リ

ス トの輝ける福音の中にあって，あなたが 自

分の正 しい役割を担 うことができるようにど

れだけ備 えるか とい うことが，1988年 の教会

を大 いに左有す るということである。

教 会 は ，.最 初 に100の ス テ ー キ部 が 出 来 る

ま で ，1830年 か ら1928年 の98年 間 か か り，

次 の100の ス テー キ部 が 出 来 る ま で ，24年 間

(1928年1952年)か か っ た 。 と こ ろ が ，

1960年 ま で に300の ス テ ー キ部 が 組 織 され ，

1964年 に は400に な1)，1970年 に は500に な

っ た 。 そ し て1973年 に は600，1975年 に は700

の ステ ー キ部 が 組 織 され た 。1977年 に は ス テ

ー キ 部 数 は800を 数 え
，1978年3月19日 に は

900番 目の ス テ ー キ部 が 組 織 さ れ た 。(1979年

2月18日 に は1000の 大 台 に 達 し た 。)

教 会 が1年 に100の ス テ ー キ部 を作 る こ と
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を想像 してみて.いただきたい。すでにあげた

数字からもわか るように，その速 さはます ま

す増 してゆくであろう。私の計算：では，1988

年 にはお よそ2500の ステー キ部が誕生 してい

ると思う。そこで考えていただきたい。1988

年 におけ る2500人 の ステー キ部長は今 どこに

いるのであろ うか。第1副 ステー キ部長，第

2副 ステーキ部長，幹部書記や書記は，現在

どこにいるのであろうか。また，30』，000人の

高等評議員はどこにいるであろうか。さらに

各ステー キ・部に平均で10の ユニ ットがあ ると

して，これが現在の平均だが，25，000人 の監

督，第1副 監督，第2副 監督，幹部書記，書

記，長老定員会会長，副会長，七十人定員会

会長，大祭司グループll一 ダー， そしてその

補助，扶助協会会長，副会長，初等協会会長，

副会長などは，今 どこにいるので南ろ うか。

それは皆さん方一人一人である。そこで皆さ

ん自身に問いかけていただ きたいことがある。

皆 さんは，主が1988年 になった時に皆さんに

期待してお られる役割を担う用意があるだう

つか と。

皆さん方の大半は19歳 か ら25歳 までの年齢

であると思われ るが，兄弟の皆 さんは30代 前

半のステーキ部長が教会に どれだけいるか御

存 じであろうか。教会 を管理 している20代 の

監督が どれほ どいるかお分か りだろうか。そ

の数は想像 を絶するほ どである。.

天 父とその永遠の計画か ら見た場合，皆 さ

んの生得権は特別なものであると思 う。皆 さ

ん方の生得権， そして皆 さん方が末 日聖徒イ

エス ・キリス ト教会の教会員であることの特

権 と権利は，非常に神聖 である。それは決 し

て偶然に得 られたものではない。皆 さんはこ

の世に生まれ る前に，天父 と何か大切 な約束

を交わしているのである。

私たちは皆， 自分の生活を内面から深 く反
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省 してみる必要が ある。 自分は，天父が用意

してお られる祝福や約束にふ さわしい生活を

してい るだろ うか。 もっと改善 できる点はな

いだろうか。私たちの進歩の妨げとなってい

る罪，洗い清め る必要のある罪はないだろ う

か。私 たちは天父が私 たちに用意 してお られ

る召 しを果たすために，最善 を尽 くしている

だうつか。

笹 ・うど・週間前 私騨 射 ・テーキ音β

長会の再組織 に出かけ.た。 まさに私 と主 と地.

区代表だけである。ステーキ部の全神権指導

者 を面接し，主のみこころにかな う人を決め

るのは大変なことである。私は断食をし，祈

って主の導 きを求めた。する と実 に興味深い

ことが起こった。私たちが神権指導者 を全貝面

接 していた時，ひ とりの男性が入って きた。

私は彼に以前から知 っているような親 しみ を

感 じた。私は立 ち上がって握手 をす ると，こ

う言った。「どこかでお会 したことがあるよう

ですが， どこだったで しょうか。」彼は答えた。

「バラー ド兄弟
，一度だけお会い したことが

あ ります。それ も11カ 月前にほんの2，3分

お目にかかっただけですが。」そして彼が ドア

この地上 に回復 されたイエス ・

キ リス トの輝 ける福音 の中にあ

って，あなたが 自分 の正 しい役

割 を担 うことがで きるよ うに ど

れ だ け備 えるか とい う こ とが

1988年 の教会 を大 いに左右す る。



を出て行 こうとした時，主.は彼こそステーキ・

部長になる人であると私に示 して下さった。

私はこのことを心か ら皆 苓んに証 したい。私

は 日曜 日の午前の大会で彼の召 しの支持 をと

り，その席で彼に証 を頼んだ。す ると彼は，

自分の父親は隣のステーキ部の祝福師 で，母

親はそのステーキ部の扶助協会会長である。

しか し，彼は私の許可を得て，両親に話 をし

てもらいたいと言った。

彼の母親は，「いいえ，そんな。あなたがス

テーキ部長 に召されたのですか ら」 と尻ごみ

した。

する と彼は 「それをどうして知 りましたか」

と尋ねた。

母親はこ う答えた。「ちょうど12時 半だった

と思います。台所 にいたのですが，みたまの

力で，息子がステーキ部長 に今召 された とわ

か りました。主人も，お店 に買物に行 ってい

たのですが，家に帰る と台所に入 ってきて，

『ママ
， どうも息子がステーキ部長に召され

たとい う気持ちが してな.らないのだが』 と言

うのです。」

ステーキ部長は， どのよ うにしてだれが監

督になるべ きか を知るのであろうか。教会幹

部は，だれがステーキ部長になるかをどの よ

うに して知 るのだろうか。大管長はだれが教

会幹部になるかをどのように して知 るのだろ

うか・桝 こ偲 う・それは啓示による3

皆 さん もそれ を信 じておられることと思う。

主は現在の皆さん をよ く知 ってお られるはず

である。今伝道地に向かっている宣教師の皆

さんは，伝道中に 自分が信頼できる者である

こと，頼 りになること，献身的であること，

熱心であること，そしていつ も主の側に立つ

者であ ることを主に示 さない日が一 日もない

よっに していただ きた.い。主は現在の教会の

青年男女 をよく御存 じだか らである。主は皆

1 ..♪

さんの毎 日をよく知 ってお られ る。その.よう

にして皆さん方一人一人をじっと見守 りなが

ら，皆 さんが 自分の奉仕 と力に よって 自分の
.決 めた優先川頁位 を実生活

の中で も生かし，そ

の忠実 さを示 した後に，高等評議貝，初等協

会会長，扶助協会会長，監督，ステーキ部長

などの必要が生 じた時には，主が責任ある神

権指導者に，あなたは この世に生まれて来 る

前に交わ した約束にふ さわ しい生活 をしてい

るし，十分 その備えができてい ると告げられ

るに違いないのである。

皆さんが世 の救い主 と密接な関係.を築 くよ

うに心か らお勧め したい。皆 さんが主のみ こ

ころ と一致 していることを知 る以上に大切な

ことはないと思 う。それは必ず しも容易では

ないか もしれない。生活の大半 を費や し， し

か も断食や力ある祈 りが必要である。熱心に

しかも責任感のある奉仕の業 を行 ない，努め

て善 き業に従 う明るい心が必要である。

祈 る時は，だれに祈 っているか ということ

を考えていただきたい。宣教師や 自分の子供

たち，他の人々の祈 りを聞いていると，時々

自分 たちがいったいだれに話 をしているのか

はっきり認識 していないと感 じることがある。

皆さんにひ とつの経験についてお話 したい

と思 う。.私は七十人第一定員会に召されてす

ぐ， カナダの自分の伝道部 に戻った。その翌

月，私たちは東部 カナダで全神権指導者を集

めて聖会 を開いた。大管長会 と十二使徒 と1

名 の十二使徒補助が出席 されていた。 とて も

素晴 らしい経験であった。私はこの地域の管

理神権者であったので司会役 を務めた。

聖会が終わると，私 は，大管長会の方々 を

宿泊 していたホテルまで車 で送っ.た。教会幹

部 の方々は私にお休みの挨拶 をして各 自の部

屋 に行かれた。す るとキンボール大管長の秘

書がホテルのカウンタ」の.所で手間取ってい
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る様子だったので，私は彼め ところに行 って，

大管長に部屋の鍵 をお届け しましょうか と申

し出た。私は鍵 を受け取 ってエ レベーターで

9階 まで上 り， ホールへ行った。す るとタナ

ー副管長 とキンボール大管長がお られたので，

私は 「大管長，鍵 をお持 ちしました」 と言っ

た。

キンボール大管長 はいつ もなが らの心の込

もった様子で礼 を述べ られた。するとタナー

副管長が私の腕 を取 ってこう言われた。「ラス，

どうですか。中で一緒に祈 りませ んか。」大管

長会の方々と一緒に夕べの祈 りをす るなど，

皆さん想像 できるだろうか。思い もよらない

ことだが， とにか く私はキンボール大管長 と

共にタナー副管長の部屋 に入った。する とす

ぐにロムニー副管長 と他 の教会幹部の方 も入

って来た。私は天に も昇 る気持 ちであった。

部屋のベ ッ ドのまわ りにひざまず くと， 目に

涙があふれて きた。

私はタナー副管長 の隣にひざまずいていた。

彼は私の様子 を感 じ取ったよ うで 「大管長，

あなたにお祈 りいただきたい と存 じます」 と

言われた。それか ら，私は予言者の祈 りを聞

いた。私はその祈 りを通 して大 きな教訓 を得

た。 これ まで感 じたことのないみたまを感 じ

たのである。予言者が神 と語る時，それは親

友に語っているようである。

大管長はご く短い祈 りの中で，このような

ことを言われた。「そ して，天父よ，私共は と

りわけ， きょうの私たちの働きを受け入れて

下さるようにお祈 り申し上げます。」 この言葉

は，祈 りの原則についてほかの何よ りも私の

心を貫いた。私 たち一人一人が，その 日の働

きが主に受け入れ られたものであるように と

願って一 日を終わることができるならば，ど

んなに素晴らしいこ とであろ うか。そこには

大 きな力がある。主が私 たちの父で.あり，私
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た ちが主の息子，娘であ り，主のわ ざに働 く

僕 であることを知 ることは，非常に大きな力

である。願わ くは，私たちの働 きが常に主に

受け入れ られ るものであるように祈っている。

私はここ11カ 月の間，この偉大な教会の力

と重大さを痛切 に感 じて きた。韓国， フィリ

ピン，グアム，香港， イギ リス，合衆国全土

そして， カナダの一部 を旅行 し，今皆 さんに

お伝 えしたい私の証は，主が心 の乖 直な人々

の救いを急速に推進 しておられるということ

である。私の知 っている限 り，神権指導者が

祈 りをもって主の導 きを求め，献身的に しか

も決意を持 って実行す る度合に応 じて教会は

発展するのである。

.私は.これまで大勢の人たちを面接 して きた

が，最近伝道に出たいというひとりの青年 を

面接 した。私は彼に非常 に大切なひ とつ の質

問をした。きょうここにおられる皆 さん方一

人一人に，特に宣教師の皆 さんにお尋ね した

い と思 う。「あなたは今 までにモルモン経 を初

めか ら終わ りまで読み通 したことがあ ります

か。その内容についてよく考え，祈 ったこと

がありますか。あなたは，モルモン経が真実

だ と知 っていますか。」

皆 さんは伝道に出，実社会に出た時に，様

様な風に打たれ，絶 えず試 しに遭 う。私たち
ゆえん

がこの世に送 られて きた所以はそこにある。

そして私たちが真実 どれだけ献身的に福音に

打ち込む ことができるかを見 られ るのである。

従 って試 しはや って来 る。お気づ きのことと

思 うが，伝道 を終えた人々の中に も，いまだ

に試 されている人がいる。 こうした試 しに打

ち勝つことは決して容易なことではない。し

かし， もしあなたが， ジョセブ ・ス ミスは神

の予言者であり，ジ.ヨセブ ・ス ミスは森で永

遠の父なる神 と御子 イエス ・キ リス トの姿 を

仰 ぎ見たい との確固たる証 を持 ち， それを基



とした生活 をす るならば，そしてジョセブ ・

ス ミスが神の力 と賜 とによってモルモン経を

翻訳 したことの証を自分 で持つならば，何 も

恐れ ることはない。備えも十分にできるであ

ろ う。 しか しその責任 をまだ果た していない

な らば，今す ぐその備えをす るように と申し

上 げておきたい。

どうか私のチャレンジを受け入れて，モル

モン経 を読み，それについて調べ，考えてい

ただきたい。そして予言者 ジョセブ ・ス ミス

の使命や主 イエス ・キ リス トの使命，そして

モルモ ン経が神聖な書物であることにつ いて

自分の確 固た る証 を培 っていただ きたいと思

う。もしあなたが このモルモン経を読み，考

え， そして証 を持つならば，1988年 あ るいは

もっ と早い時期に，主があなたを管理す る神

権指導者を通 じて，「長 老定員会 の会長が必

要です。この召しをぜひ果た して下 さい。扶

助協会の会長が必要です。どうかこの召しを

受けて下さい」 と言われる時に，あなたはそ

の用意ができているはずである。

私が1988年 に描 いているように教会が発展

し，拡張 した時に，この場におられる大勢の

方々が ステー キ・部長会，監督会，高等評議員

会，あるいはその他のステーキ部の指導者 と

して活躍 しているとして も何 ら不思議ではな

いのである。いや，この場にいる人々の中か

らひとりあるい.は.数人の方が教会の中央管理

会や評議会で働 くこともあるか もしれない。

皆 さんがその用意 さえしておけば，召 しは来

るのである。

今，』私は初めて主が この末 日のために優れ

た霊の息子，娘をとっておかれた と予言者た

ちが語 ったわけが わか ったような気がする。

皆 さんが今 まで留め置かれていたのは，主は

今レ皆 さんを必要 とされているか らである。

王国の建設のために，皆さん を今必要 として

お られ るのである。この1978年 に おける主の

王国は皆さんが神の王国を導 く責任 を引き受

け られるようどれだけ備 えるかに直接比例 し

て，1988年 の新 しい目標に向かって発展 し，

成長 してゆ くのである。そして私たちが久 し

く待ち望んでいるその 日，すなわち世の救い

主が 「それでよし」 と言って，王の王 として

この地上の王国を統治 される日のために，備

えなければならないのである。

神が皆さん一人一人を祝福 されるように祈

っている。皆 さん方一人一人は教会に とって

.かけがえのない方々である。私 たち教会幹部

は教会の若人が非常に誠実 であることを喜ん

でいる。ステーキ部のどこへ行 っても皆 さん

方の ような若人を目にすることができる。私.

に とってこれほ ど大 きな励 ましはない。私た

ちはここで もかな りの成果をあげている。 し

か し， この席 をか りて心からあらん限 りの力

を尽 くして皆 さんにお願い したいことは， も

しも皆 さんの生活 で正すべ きことがあるなら

ば， きょうさっそ く監督に話 していただきた

い とい うことである。また， もっと確固たる

決意 をす る必要があるならば，それをきょう

の 日記に書 き留め ていただきたい。よ り良い

人間になるために何 をなすべ きか を決め， こ

う決意 し七いただきたい。「天父 よ1私 は霊的

に も，肉体的に も，そ して情緒的に も，あら

ゆる点で準備 をしますbこ の地上にあなたの

王国を建設す るためにボあなたが命 じられる

ことが，た とえどのようなことであろうと。」

願わ くは，皆 さんがすべてはよ しという証

を持 ち，心に平安 を得 ることができるように。

イエス ・キ リス トの聖なるみ名により，お話

申し上げる。アーメン。
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絃畷職

什分の 一 の律 法

神 は創 世 の は じめ よ り,神 の 王 国 に おい て救

い と昇 栄 を得 る真 の道 を 人々 に 教 え られ た 。

そ れ は 人々 の 過 ち の故 に 必 ず し もいつ も理 解

され た わ け では な か っ た し,い つ も説か れ た わ･

け で もなか った が,初 めか ら同 じ福 音 が あ った。

そ の福 音 の 教 えの 中 に きわ め て 大切 な主 の律

.法,什 分 の一 の律 法 が あ る。

ア ブ ラハ ム の 時代 にサ レム の 王 メ ル ケゼ デ ク

どい り人が いた が,｢彼 は ア ブ ラ ハ ム を祝 福 し

て言 っ た。. ..

『願 わ くは 天 地 の主 な る ヤ･と高 き神 が ,ア ブ

ラハ ム を祝 福 され る よ うに 。』

ア ラ ブハ ム は 彼 にす べ て の 物 の什 分 の一 を贈

った 。｣(創 世 記14:19一20)'

また,主 は シナ イ 山 にお いて,イ ス ラエ ル の

人々 に 次 の 戒 め を与 え られ た。

｢地 の什 分 の 一 は地 の産 物 で あ れ
,木 の 実 で

あれ,す べ て 主 の もの で あ って,主 に聖 な る も

の で あ る 。｣(レ ビ記27:30)

また什 分 の 一 とは何 か とい う祈 りに 答 えて,

主 は 言 わ れ た 。｢毎 年 彼 ら の 得 る全 利益 の 什

分 の一 を納 む べ し。 こ れ を以 て,わ が 聖 な る神
じ ょう ほ う

権 の た め にす る彼 らの守 るべ き永 久 的定 法 とな

す 。｣(教 義 と聖 約119:4)

主 は こ の末 日に,ふ たつ の 大 きな 目的 を もっ.

て,什 分 の一 の 律 法 を主 の 教 会 に お与 えに な っ

た と思 わ れ る。

1.

z.

教会の財政を運営する上で最も公平な方法

であって,各 人の収入に応じて負担をすれ

ばよい。未亡人が少額を支払うのも,富 め

る人が大金を支払うのも等しいのである。

人々の信仰と什分の一の律法に対する従順

を試すことである。什分の一の律法に従う

ことは約束の祝福 を伴う。

これ は主 が 人々 に与 え る視 福 の律 法 とな る。

(リ グラ ン ド･リ チ ャ ー ズ｢奇 し きみ わ ざ｣)

マ ラ キ書 の 中に は こ の律 法 を守 る 者 に与 え ら

れ る偉 大 な約 束 が 記 され て い る。

『人 は神 の もの を盗 む こ と をす るだ ろ うか
。

日本横浜ステーキ部長

浅 間 玄 也.

しか しあ なた が たは,わ た しの 物 を盗 んで い る。

あな た が たは まだ 『ど う して われ わ れ は,あ な

たの物 を盗 ん で い るの か 』 と言 っ。什 分 の 一 と,

ささ げ物 を も って であ る。

あ な たが た は,の ろい を もって,の ろ われ る。

あな たが たすべ ての 国 民 は,わ た しの物 を盗 ん

でい るか らで あ る。

わ た しの 宮 に 食物 の あ る よ うに,什 分 の 一 全

部 をわ た しの 倉 に携 えて きな さ い。

こ れ を も って わ た し を試 み,わ た しが天 の 窓

を開 い て,あ ふ る る恵 み を,あ なた が た に注 ぐ

か 否 か を 見な さい と,万 軍 の主 は 言 わ れ る。｣

.(マラ キ3:8-10)

什分 の一 の 律 法 は祝 福 で あ り,私 た ちの 信 仰

を測 る物 差 しで もあ るd

こ の律 法 は 自由意 志 に よる献 金 を通 じて,人

人の福 祉 に貢 献 し,主 の 業 を広 め,教 会 員 が 利

己心 を捨 て,主 の前 に 従 順を な るた め に役 立 つ

もの で あ る。

さ らに霊 的 な 組織 であ る と同時 に こ の世 の 組

織 で もあ る主 の教 会 を確 立 させ,こ の地 上 に 主

の 王 国 を建 設 す る実 際 的 な方 法 で もあ る。 も し

人が心 に平 和 と満 足 と喜 び を感 ず る価 値 あ る人

生 を望 む なら,.主 の律 法 に 耳を傾 ける必 要 が ある。

従順 に この 律 法 を守 れ ば,主 は天 の 窓 を開 い

て 私 た ち に溢 れ るばか りに 恵 み を注 い で下 さ る

と約 束 して下 さ って い る。

ジ ョー ジ･ア ルバ ー ト･ス ミス大 管長 は言 わ

れ る 。

｢私 達 は地 主 で は な い
。地 上 の どの地,ま た

そ こか ら得 る富 も,私 達 の.もの では な い。

た だ一 時的 に 借 りて い るだ け であ る。

死 ぬ 時 には すべ て を残 して い く。

私達 は生 まれ る時 も,こ の世 を去 る時 も裸 一

貫 で あ る。･

地球 は主 の もの で あ り,主 の戒 め を守 る とい

う賃借 料 を払 って こ そ,祝 福 を得,こ の世 に あ

って も来 るべ き世 に あ って も喜 び を得 るこ とが

で きる の で あ る。｣.
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な時でも,い つ も何 とか ひもじい思いもせずに

母子3人 楽 しい生活 をして きました。どのよ

うな暮 しをしようとも,明 るく清 く,の びのび

と子供 を育て,主 の前に義 しい者になってほ

しいといつ も願って いました。

当時,私 たちは母子寮に住 んでいましたの

で,子 供 たちが成長 して くる と,ど うしても

引っ越 さなければな らな くな りました。私は,

思 いあまって どんな狭い所で もいいか ら母子

が安心 して住める住居 を下 さいと神様に祈 り

ました。で も,そ んな大 それたこ とを神様は

聞 き届けて下 さるはずはない と思いなが らも,

祈 り続けました。メイ ドになってちょうど4

年 目の6月15日,突 然,｢百 瀬 姉妹,今 度本部

(伝道)の スケジュールが変 わり,メ イ ドを

やめ ることにな りましたので,7月 中にほか

の仕事 を見つけて下 さいませんか。私たちも

捜 しますので｣と 困ったお顔 をして言われま

した。私 も非常に驚きましたが,そ ういうこ

とならばしか たあ りません と答えてみたもの

の,今 か らこの歳で何の仕事 につけるだろう

か と考 える と,途 方に くれて しまいました。

ところが また不思議 なことに,考 えもしなか

った信州大学医学部 の清掃婦 の仕事が舞い込

んできて,断 わることもできずに7月20日 頃

か ら働 くようにな りました。続いて10月 から

附属病院の用務員に採用 されたのです。

ある時,庭 の草刈 りをしていて,安 い土地の

売物があるという話 を友達か ら聞きました。

その時 も貧乏で したし,お 金は少しもあ りま

せんで した。で もあちこちか らお金 をお借 り

して,一 坪 ,3,400円 の土地を60坪 ほ ど手に入

れることができました。当時住宅公庫か らお

借 りするのが何か と面倒ではあったのですが,

それで も一 回で許可がお り,2年 後にこの家

を建てることができました。その時,こ れは

私ひとりの力ではない,神 様のお助けがあっ

たか らできたのだと,神 様に感謝 し,こ れか

らは神様のために働かなければ と決意は した

ものの,大 きな借金 をした後で もあ り私たち

の生計は ます ます苦 しくな りました6そ れで
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も納 めるべ きものは納めなければな りませ ん。

什分の一 を出すために職場旅行 も,着 る物を

買 っことも一切やめ ました。そして,こ の祝

福のお返 しに と一生懸命,教 会のために働 き

ました。そんなある日.,私 は宣教師に頼 まれ

て,あ る求道者のところを訪れました。.その

時私の証 をと言われ,別 に取 り立てて考 えて

もいなか った私の口を突いて出て きた証は次

のような言葉で した。｢神 様 に従順に,そ して

忠実であれば,必 ず神様は祈 りを聞 き届けて

下さいます。私はある時,ど うしても家がほ

しいと神様にお願い しました。すると神様は

私に宣教師のメイ ドをやめ させ,信 州大学の

仕事 を与 えて下さ り,住 宅金融公庫のお金を

借 りる資格を作って下 さいました。私の知 ら

ないところで,神 は私のためにみこころをお

使い下さ り,私 の祈 りに応えて下さいました。

こんな私で もこれほ どの恵みを下さるのです

から,だ れでも一生懸命に努力すればきっと

その行ないを神様は認めて下さり,必 ず助 け

て下 さるはずです。神様 は生きていらっしゃ

って,い つも私たち人間の行ないを見ている

のです よ。｣ .

ま った く自分で証 して 自分で驚いて しまい

ました。｢あ･ほ んとうにそうだったのだ。私'

の知 らない所で,神 様は私のためにいろいろ

とみ こころをお使い下 さったのだ。あ･申 し

訳ない。 もっともっ と一生懸命 ご恩返しをし

なければならない。この家は神様の家であ り,

ただ私が管理 させて頂いているだけだか ら,

この家をもっと神様 のために使おう。宿のな

い人や 困っている人,問 題のある人のために

使っていただこう。｣私はそう考えるようにな

りました。そしてその夜涙なが らに感謝の祈

りを神様に捧げたのです。今はふた りの娘 も

恵まれて,そ れぞれ立派な神権者に嫁 ぎ幸せ

な生活を営んでいます。

神様は確かに生きてお られ ます。イエ スが

私たちの贈い主であることを心か ら証 し,す

べてをイエス･キ リス トのみ名によって申し

上げます。アーメン。
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